Chang Pinglin's Articles on India by 近藤, 治
章
炳
麟
の
イ
ン
ド
論
に
つ
い
て
近
藤
治
は
じ
め
に
本
誌
前
号
に
発
表
し
た
小
論
「
二
〇
世
紀
初
頭
の
イ
ン
ド
と
中
国
t
章
炳
麟
を
中
心
に
し
て
」
に
お
い
て
、
私
は
、
清
朝
末
期
の
大
学
者
章
炳
麟
が
一
九
〇
六
年
に
三
度
目
の
日
本
亡
命
を
果
た
し
、
中
国
の
革
命
派
、
中
国
同
盟
会
の
機
関
紙
『民
報
』
の
主
筆
に
迎
え
ら
れ
て
同
誌
に
イ
ン
ド
論
お
よ
び
仏
教
論
に
関
す
る
十
篇
の
論
説
を
発
表
し
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
、
そ
の
う
ち
の
二
篇
「印
度
の
鉢
邏
罕
・
保
什
二
君
を
送
る
の
序
」
「印
度
中
興
の
望
」
を
読
み
下
し
て
紹
介
し
た
。
『民
報
』
第
=
二
号
(
一
九
〇
七
)
に
発
表
さ
れ
た
章
炳
麟
の
最
初
の
イ
ン
ド
関
係
の
論
説
「印
度
西
婆
耆
王
記
念
会
記
事
」
は
、
前
稿
で
指
摘
し
て
お
い
た
よ
う
に
島
田
虔
次
先
生
が
す
で
に
全
文
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
こ
れ
ら
に
続
い
て
『
民
報
』
第
二
〇
号
(
一
九
〇
八
)
に
発
表
さ
れ
た
「印
度
独
立
の
方
法
」
「印
度
人
の
日
本
観
」
「印
度
人
の
国
粋
論
」
「支
那
・
印
度
連
合
の
法
」
の
四
篇
、
並
び
に
同
誌
第
二
四
号
(
一
九
〇
八
)
に
発
表
さ
れ
た
「印
度
の
先
民
、
地
球
日
を
繞
り
人
身
精
虫
を
有
す
る
の
二
事
を
知
る
」
の
一
篇
を
合
わ
せ
た
都
合
五
篇
の
論
説
を
読
み
下
し
て
紹
介
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
章
炳
麟
の
仏
教
論
と
し
て
は
、
彼
が
『民
報
』
第
一
九
号
(
一
九
〇
八
)
に
発
表
し
た
「大
乗
仏
教
縁
起
考
」
と
「大
乗
起
信
論
弁
」
な
ど
の
論
説
が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
本
稿
で
は
取
り
上
げ
な
い
こ
と
に
す
る
。
読
み
下
し
の
表
記
法
に
つ
い
て
は
前
稿
と
全
く
同
じ
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
れ
ら
の
論
説
が
収
載
さ
れ
た
『章
太
炎
全
集
』
第
四
巻
(上
海
人
民
出
版
社
、
一
九
八
章
炳
麟
の
イ
ン
ド
論
に
つ
い
て
二
五
年
)
を
底
本
と
し
、
初
出
の
『民
報
』
版
に
よ
っ
て
異
同
を
確
認
す
る
こ
と
と
し
た
。
そ
し
て
原
注
は
ブ
ラ
ケ
ッ
ト
[
]
中
に
、
簡
単
な
注
記
な
い
し
言
い
換
え
は
パ
ー
レ
ン
(
)
中
に
記
し
、
必
要
な
場
合
は
後
注
を
付
す
こ
と
に
し
た
。
難
読
の
漢
字
に
は
適
宜
ル
ビ
を
ふ
っ
て
意
が
通
じ
や
す
く
な
る
よ
う
に
努
め
、
ま
た
と
き
に
は
キ
ッ
コ
ー
〔
〕
の
中
に
原
文
に
な
い
補
足
語
を
加
え
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。
一
印
度
独
立
の
方
法
ち
か
ご
ろ
印
度
人
の
独
立
を
思
う
や
、
そ
の
端
緒
は
近
起
の
四
、
五
年
の
間
な
る
も
、
然
し
て
塙
固
(確
固
)
不
撓
の
気
は
、
世
に
能
く
之
に
ス
ト
ラ
イ
キ
ボ
イ
コ
ッ
ト
よ
イ
ギ
リ
ス
コ
ッ
ク
は
し
り
つ
か
い
過
ぐ
る
者
な
し
。
そ
の
術
は
則
ち
罷
工
、
拒
貨
自
り
始
む
。
罷
工
は
、
人
々
相
約
し
て
英
吉
利
の
用
を
為
さ
ず
。
庖
人
、
走
使
と
雖
も
皆
な
去
り
て
顧
み
ざ
れ
ば
、
則
ち
工
商
仕
官
の
徒
、
一
切
坐
し
て
困
す
。
拒
貨
は
、
各
村
落
皆
な
相
約
し
て
英
貨
(イ
ギ
リ
ス
製
す
な
わ
品
)
を
用
い
ず
。
先
発
す
る
者
有
れ
ば
、
英
政
府
輒
ち
判
す
る
に
罰
金
の
科
を
以
っ
て
す
。
既
に
罰
す
れ
ば
、
則
ち
他
の
村
落
此
の
r
金
額
を
以
っ
て
之
を
補
う
。
故
に
罰
に
就
け
ど
も
損
を
す
る
所
無
し
。
英
政
府
治
む
べ
か
ら
ざ
る
を
知
り
、
亦
た
こ
の
条
を
刊
去
(削
ま
か
去
)
し
、
其
の
自
ら
便
ず
る
に
任
す
。
英
政
府
、
印
度
人
を
待
す
る
に
、
名
は
寛
大
為
り
。
然
れ
ど
も
小
児
の
「梵
種
(イ
ン
ド
人
)
ジ
ャ
ロ
ナ
リ
ス
ト
こ
ら
し
め
万
歳
」
を
誦
す
る
者
は
、
輒
ち
引
き
て
警
察
署
に
至
た
ら
し
む
。
学
校
教
師
及
び
報
館
記
者
、
歳
ご
と
に
懲
創
有
り
。
印
度
人
、
其
の
お
そ
え
継
ぐ
無
き
を
懼
る
な
り
。
凡
そ
國
事
を
以
て
下
獄
す
る
者
は
、
国
人
皆
な
金
を
傾
け
て
以
て
贈
る
。
禁
錮
数
月
に
し
て
、
利
を
獲
て
其
の
苦
を
償
う
に
足
る
。
是
を
以
て
人
々
自
ら
奮
い
、
英
政
府
に
抗
せ
ん
こ
と
を
願
う
。
マ
ヌ
　ユ
　
も
摩
拏
以
来
、
本
と
四
姓
階
級
(ヴ
ァ
ル
ナ
制
度
)
有
り
し
も
、
今
は
則
ち
平
等
た
り
。
学
者
、
愚
民
と
亦
た
深
く
相
い
結
び
、
能
く
　　
　
其
の
用
を
得
た
り
。
其
の
国
民
協
会
(イ
ン
ド
国
民
会
議
)
に
急
進
、
平
和
の
二
党
有
り
。
之
を
要
す
る
に
、
皆
な
独
立
を
以
て
主
と
ア
メ
リ
カ
い
為
せ
り
。
美
利
堅
人
其
の
高
義
(崇
高
な
目
的
)
を
聞
き
、
火
銃
二
千
挺
を
以
て
之
に
資
す
。
余
聞
く
な
ら
く
、
印
度
の
学
者
言
わ
く
て
き
て
き
「十
年
な
ら
ず
し
て
印
度
必
ず
返
り
て
自
主
国
為
ら
ん
」
と
。
顧
み
て
中
国
を
視
れ
ば
、
則
ち
惆
個
乎
と
し
て
(は
る
か
に
)
之
を
去
る
こ
と
遠
し
。
二
印
度
人
の
日
本
観
あ
し
な
し
び
と
　ヨ
　
か
つ
ア
ジ
ア
日
本
の
無
趾
人
大
隈
重
信
、
嘗
て
亜
洲
の
事
を
演
説
す
。
支
那
、
印
度
人
皆
な
往
き
て
聴
く
。
無
趾
曰
く
「亜
洲
の
文
明
の
国
、
今
バ
ビ
ロ
ン
た
ぐ
い
ご
と
日
本
を
以
て
第
一
と
為
す
。
次
は
即
ち
支
那
。
巴
比
倫
、
印
度
の
輩
の
若
き
は
、
往
日
の
文
化
観
る
べ
き
と
雖
も
、
今
は
即
ち
比
較
す
る
に
足
ら
ず
」
と
。
支
那
人
皆
な
喜
び
、
印
度
人
皆
な
怒
る
。
曝
彫
(休
み
の
日
)
、
印
度
人
の
耕
噬
余
を
越
れ
、
因
り
て
此
事
を
遵
わ
ら
よ
ご
う
げ
い
う
。
帯
氏
則
ち
哂
っ
て
曰
く
、
「日
露
戦
争
自
り
以
来
、
日
本
人
傲
睨
(尊
大
不
遜
)
甚
し
く
、
以
て
東
方
の
龍
伯
(伝
説
上
の
巨
大
人
)
は
即
ち
己
が
族
と
為
せ
り
」
と
。
あ
し
な
し
も
と
ま
た
た
ほ
と
ん
も
っ
と
無
趾
(大
隈
重
信
)
固
よ
り
亦
支
那
を
蔑
視
す
。
特
だ
留
学
の
数
、
幾
ど
万
人
に
及
び
、
而
も
早
稲
田
(早
稲
田
大
学
)
尤
も
功
あ
な
あ
し
な
し
名
の
竇
為
る
を
以
て
、
無
趾
支
那
の
学
生
と
相
結
び
、
以
て
其
の
勢
を
中
土
(中
国
の
領
土
)
に
張
ら
ん
と
欲
す
。
故
に
意
を
屈
し
之
お
も
ね
は
ば
か
か
ん
と
う
　
　
　
お
わ
　　
　
ま
た
し
ゅ
う
ぼ
く
や
や
に
佞
る
こ
と
を
憚
ら
ず
。
且
つ
間
島
の
争
末
だ
罷
ら
ず
し
て
、
二
辰
丸
事
又
起
こ
り
、
二
国
輯
睦
(和
睦
)
の
情
亦
少
衰
う
。
片
言
か
ど
う
と
う
の
側
媚
(僅
か
な
こ
と
ば
に
よ
る
邪
悪
な
へ
つ
ら
い
)
を
藉
り
て
、
以
て
感
情
を
動
盪
す
る
(た
か
ぶ
ら
せ
る
、
ア
ピ
ー
ル
す
る
)
に
こ
い
ね
が
足
る
と
し
、
好
(友
好
)
に
復
帰
せ
ん
こ
と
を
庶
幾
う
。
其
の
支
那
人
を
愚
弄
す
る
こ
と
、
亦
た
甚
し
き
か
な
。
あ
い
わ
た
す
く
な
た
印
度
の
日
本
に
於
け
る
や
、
事
の
相
渉
る
こ
と
鮮
し
。
日
英
同
盟
は
則
ち
惟
だ
印
度
に
光
復
(復
興
)
有
る
事
を
恐
る
。
醜
言
も
て
か
く
ご
と
詆
斥
す
る
(辛
辣
な
こ
と
ば
で
謗
る
)
も
、
亦
た
人
情
な
り
。
是
の
若
き
は
独
り
一
無
趾
の
み
に
あ
ら
ず
。
蓋
し
其
の
国
の
俗
な
れ
ば
則
ち
然
る
な
り
。
然
り
と
雖
も
、
日
本
の
文
化
蟻
顰
の
所
よ
り
之
を
受
け
し
や
。
儒
書
の
文
芸
は
近
く
支
那
よ
り
取
る
。
仏
教
は
屍
ち
い
に
ゅ
う
つ
い
い
に
し
え
こ
う
ち
し
ん
こ
う
印
度
自
り
迪
入
す
(回
り
回
っ
て
来
入
す
る
)
。
二
国
無
け
れ
ば
、
日
本
は
則
ち
終
に
古
の
絞
蜻
蜃
蛤
(み
ず
ち
や
は
ま
ぐ
り
の
生
息
章
炳
麟
の
イ
ン
ド
論
に
つ
い
て
三
四
と
も
が
ら
な
お
わ
に
す
る
未
開
の
地
)
為
る
の
み
。
朝
鮮
の
文
化
は
、
印
度
、
支
那
の
儕
に
あ
ら
ず
。
然
れ
ど
も
日
本
の
文
字
を
知
り
得
た
る
は
、
尚
王
仁
よ
す
で
ほ
ろ
お
の
い
つ
わ
の
『論
語
』
『千
文
字
』
を
其
の
国
(朝
鮮
)
よ
り
伝
え
る
に
頼
る
な
り
。
今
視
る
に
、
印
度
已
に
亡
び
、
支
那
又
己
が
戦
勝
と
為
範
・
朝
鮮
は
乃
ち
戦
わ
ず
し
て
附
庸
陪
属
(小
国
の
属
領
)
の
偉
(仲
間
)
と
藤
る
。
驥
携
(た
か
ぶ
り
誇
る
)
と
し
て
自
ら
數則
と
お
よ
も
と
お
い
つ
と
り
ょ
き
ょ
し
、
始
め
は
則
ち
呂
鉅
(傲
岸
)
、
終
り
は
則
ち
車
上
舞
(有
頂
天
)
た
り
。
凡
そ
旧
よ
り
日
本
人
に
于
て
徳
を
有
す
る
者
、
力
め
て
之
を
按
抑
(お
さ
え
る
)
せ
ざ
る
こ
と
な
し
。
然
し
て
日
本
の
文
明
は
、
一
発
(
一
個
)
の
自
己
を
有
す
る
者
な
り
や
。
学
術
は
道
う
ま
に
足
ら
ず
。
復
た
起
居
資
用
(生
活
必
需
品
)
を
論
ず
る
も
、
日
本
人
に
言
有
り
、
「
文
化
高
け
れ
ば
必
ず
多
く
糖
を
食
し
、
坐
は
必
き
も
と
よ
の
ち
ず
几
に
拠
る
(机
椅
子
を
用
い
る
)
」
と
。
今
案
ず
る
に
、
蔗
糖
の
作
法
(製
法
)
は
本
印
度
自
り
之
を
中
国
に
伝
え
、
後
日
本
に
及
い
な
か
ぶ
。
卓
倚
の
用
(机
椅
子
の
使
用
)
に
至
っ
て
は
、
中
国
の
此
を
行
う
こ
と
既
に
千
余
歳
、
田
舎
と
雖
も
之
を
施
す
。
日
本
の
家
居
は
、
則
ち
悔
だ
是
れ
席
地
す
る
(地
面
に
む
し
ろ
を
敷
く
)
の
み
・
健
臨
に
瞬
無
く
、
織
ど
貴
賤
の
所
同
じ
な
り
。
人
力
の
聾
(引
き
ア
メ
リ
カ
つ
い
り
ん
車
)
は
、
美
国
の
教
士
(宣
教
師
)
其
の
法
を
実
授
す
。
日
本
の
旧
制
は
独
り
椎
輪
(単
純
な
車
)
有
る
の
み
。
是
れ
、
其
の
工
芸
、
械
用
(道
具
)
に
飛
て
睡
よ
り
一
得
無
し
。
今
は
欧
州
を
雕
鵁
す
(手
本
に
す
る
)
と
雖
も
、
鵡
飜
型
像
(表
面
上
の
形
式
)
を
模
写
こ
こ
い
ず
こ
し
て
成
る
。
是
を
以
て
人
に
驕
る
は
、
何
れ
の
顔
か
之
れ
厚
き
に
過
ぎ
ん
。
も
と
ポ
　
ラ
ン
ド
コ
ペ
ル
ニ
ク
ス
夫
れ
文
化
の
高
下
は
、
固
よ
り
国
の
盛
衰
、
興
廃
を
以
て
期
(目
安
)
と
為
さ
ず
。
波
蘭
既
に
亡
び
る
も
、
哥
白
尼
の
地
動
の
説
、
め
ん
ゆ
今
に
至
っ
て
人
に
尊
信
せ
ら
る
る
は
、
亦
た
そ
の
例
な
り
。
今
、
欧
州
人
誠
に
多
く
日
本
に
面
諛
す
(面
前
で
へ
つ
ら
う
)
。
然
し
て
馨
知
(知
識
)
有
る
者
は
・
獰
お
支
那
の
貴
ぶ
べ
き
為
る
を
知
る
・
蓋
し
印
刷
、
羅
鍼
(羅
針
盤
)、
火
銃
(火
薬
)
の
法
、
藻
賠
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
ド
イ
ッ
ふ
う
し
ょ
う
漢
土
自
り
之
を
欧
州
に
伝
う
。
日
本
は
則
ち
有
る
こ
と
無
し
。
印
度
は
亡
び
た
る
も
、
珊
斯
克
利
多
の
文
、
徳
人
多
く
諷
誦
(そ
ら
じ
か
い
つ
ほ
う
あ
い
読
み
)
し
て
之
を
葆
愛
(愛
護
)
し
、
或
い
は
直
に
そ
の
文
を
用
い
て
以
て
書
を
著
す
。
日
本
の
仮
名
は
、
一
と
し
て
世
人
に
崇
貴
せ
て
い
こ
ら
れ
る
者
有
り
や
。
夫
れ
勢
利
(権
勢
や
利
害
)
の
心
を
懐
い
て
以
て
文
化
を
観
れ
ば
、
固
よ
り
住
く
と
し
て
抵
牾
(齟
齬
)
せ
ざ
る
無
し
・
零
に
印
度
に
し
て
独
立
を
得
・
一
た
び
戦
い
て
遂
舞
.人
に
勝
ち
た
り
と
せ
ん
か
、
文
化
の
高
下
は
、
未
だ
必
ず
し
も
叢
ま
さ
ひ
そ
お
も
あ
し
な
し
ま
さ
も
と
し
ま
ん
か
に
昔
に
勝
ら
ず
。
竊
か
に
意
う
に
、
無
趾
之
を
聞
か
ば
、
其
の
論
議
当
に
今
と
異
な
る
べ
し
。
人
の
性
固
よ
り
多
く
侈
慢
(驕
慢
)
ま
た
わ
い
せ
ん
し
ま
ん
み
な
る
者
有
り
、
亦
多
く
猥
賤
(下
劣
)
な
る
者
有
り
。
侈
慢
と
猥
賤
の
二
者
(両
方
と
も
)
兼
ね
宿
す
。
良
医
を
得
て
其
の
神
経
を
診
い
ず
な
し
む
れ
ば
、
何
れ
の
形
状
を
作
す
や
知
ら
ざ
る
な
り
。
み
じ
ゅ
ん
と
く
そ
く
そ
く
余
、
印
度
人
を
観
る
に
、
皆
荘
厳
(落
ち
着
い
て
威
厳
が
あ
り
)
、
醇
篤
(人
情
が
厚
い
)
に
し
て
、
数
数
た
る
(汲
々
と
し
た
)
や
ゆ
し
ょ
う
こ
く
か
く
あ
に
あ
や
ま
揶
揄
(軽
薄
)
の
人
に
あ
ら
ず
。
今
、
日
本
の
峭
刻
(苛
刻
、
残
酷
)
を
論
ず
る
こ
と
是
の
如
し
。
豈
自
伐
(自
矜
、
自
慢
)
の
過
し
ょ
う
ゆ
う
ち
の
甚
だ
し
き
こ
と
、
以
て
招
尤
(と
が
を
招
く
、
非
難
さ
る
べ
き
)
す
る
に
足
り
、
〔帯
氏
の
よ
う
な
〕
長
者
(有
徳
者
)
と
雖
も
な
温
厚
の
語
を
作
す
こ
と
能
わ
ざ
ら
ん
か
。
デ
セ
き
ん
帯
氏
又
曰
く
、
「日
本
未
だ
興
ら
ざ
る
時
に
当
り
て
は
、
亜
洲
諸
国
、
時
時
小
釁
(さ
さ
い
な
間
隙
、
不
和
)
有
り
と
雖
も
、
猶
お
ト
ル
コ
し
れ
い
平
和
に
近
か
り
し
。
今
や
是
に
反
す
。
夫
れ
土
耳
其
は
亜
洲
に
お
い
て
伎
戻
(背
反
)
を
為
す
こ
と
仁
恩
無
し
。
然
し
て
以
て
大
勢
を
ど
う
ら
ん
あ
な
ど
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
　　
　
撓
乱
す
る
(か
き
乱
す
)
に
足
ら
ず
。
白
人
を
引
き
て
以
て
同
類
を
侮
る
者
は
、
則
ち
誰
そ
や
」
と
。
愛
爾
蘭
独
立
党
に
某
君
有
り
。
ア
メ
リ
カ
　　
　
て
が
み
よ
ゆ
う
こ
く
美
洲
に
寄
居
し
、
『該
克
里
克
米
報
』
を
創
り
、
嘗
て
書
を
寓
せ
て
余
に
与
え
て
曰
く
、
「
極
東
の
有
国
(国
、
日
本
を
さ
す
)
朔
方
お
の
(北
の
勢
力
、
ロ
シ
ア
)
と
戦
い
、
斬
殺
の
過
当
を
意
に
せ
ず
、
遂
に
自
ず
か
ら
驕
恣
(傲
慢
)
た
り
。
其
の
浜
海
、
営
州
(遼
寧
省
お
ご
り
か
ら
朝
鮮
半
島
に
至
る
一
帯
)
の
人
を
遇
す
る
こ
と
、
惨
酷
無
状
た
り
。
其
の
驕
を
平
せ
ん
と
欲
す
れ
ば
、
惟
だ
兵
刃
の
み
」
と
。
然
シ
バ
ジ
あ
し
な
し
す
で
た
だ
ひ
そ
か
あ
や
る
か
な
、
然
る
か
な
。
余
、
去
歳
よ
り
西
婆
耆
王
の
大
祭
を
観
、
無
趾
の
語
る
を
聞
き
、
已
に
書
を
作
り
て
之
を
弾
せ
り
。
私
に
怪
し
む
ら
く
は
、
印
度
の
諸
君
子
、
何
に
因
り
て
か
彼
の
愚
弄
を
受
け
、
曽
て
覚
察
(自
覚
)
無
き
や
と
。
今
、
帯
氏
の
言
う
所
を
聞
き
、
す
な
わ
か
が
み
乃
ち
梵
土
(イ
ン
ド
)
の
人
士
、
無
知
な
ら
ざ
る
人
の
鑑
な
る
を
知
れ
り
。
章
炳
麟
の
イ
ン
ド
論
に
つ
い
て
五
六
三
印
度
人
の
国
粋
論
あ
　
ほまれ
釈
迦
は
「西
域
伝
」
に
塞
種
(シ
ャ
カ
族
)
と
称
す
。
印
度
に
入
り
て
巨
族
(有
力
な
民
族
)
と
為
り
、
そ
の
望
至
繁
(大
い
に
ゴ
セ
タ
マ
う
じ
盛
ん
)
た
り
。
仏
の
喬
答
摩
釈
迦
と
称
す
る
は
、
釈
迦
は
其
の
氏
(氏
族
、
ク
ラ
ン
)
、
喬
答
摩
は
其
の
望
(
姓
)
な
り
。
陽
暦
一
月
さ
る
ま
み
え
の
朔
(は
じ
め
)、
余
、
印
度
人
の
所
に
在
り
、
是
に
お
い
て
初
め
て
有
釈
迦
氏
に
見
り
。
釈
迦
氏
論
ず
ら
く
、
民
族
の
独
立
は
先
ず
　け
　
国
粋
を
研
求
(追
求
)
す
る
こ
と
を
以
て
主
と
為
し
、
国
粋
は
歴
史
を
以
て
主
と
為
す
。
自
余
の
学
術
は
皆
普
通
の
技
に
し
て
、
惟
だ
た
と
あ
ず
か
ご
と
国
粋
の
み
は
則
ち
特
別
為
り
。
誓
え
ば
、
人
に
里
籍
(所
籍
す
る
村
と
戸
籍
)
有
り
て
、
其
の
祖
父
の
姓
名
に
与
る
が
如
し
。
他
は
人
お
の
れ
知
ら
ず
と
も
、
〔そ
の
人
が
誰
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
は
〕
無
害
(こ
の
う
え
な
く
)
明
哲
為
り
(は
っ
き
り
し
て
い
る
)
。
己
〔が
の
ろ
ま
そ
し
ゆ
え
ん
誰
で
あ
る
か
〕
知
ら
ざ
れ
ば
、
則
ち
至
て
童
昏
莫
の
属
と
〔人
は
〕
非
る
な
り
。
国
の
立
つ
所
以
は
、
民
族
の
自
覚
心
に
在
り
。
是
の
心
を
有
す
る
は
、
動
物
と
異
る
所
以
な
り
、
と
。
も
と
余
、
固
よ
り
命
(使
命
)
を
国
粋
に
致
す
者
な
り
。
釈
迦
氏
の
言
を
聞
き
、
梵
(イ
ン
ド
)
・
漢
(中
国
)
の
情
異
ら
ざ
る
を
知
り
、
ひ
そ
せ
ん
せ
ん
窃
か
に
沾
沾
と
し
て
(自
得
し
て
)
自
ら
欣
幸
し
、
常
に
以
て
人
に
語
る
。
難
者
(反
論
す
る
者
)
有
り
て
曰
く
、
「国
粋
は
一
切
以
な
ら
ず
も
の
な
つ
ぶ
さ
し
る
い
た
ず
て
法
と
為
す
べ
き
に
非
ら
ず
。
残
賊
、
奸
(悪
事
)
を
作
す
の
事
、
具
に
史
書
、
国
典
に
在
り
。
之
を
誌
す
は
無
益
に
し
て
、
徒
ら
ふ
み
に
じ
り
わ
ざ
わ
い
し
ゃ
は
つ
に
人
道
を
蹂
践
す
る
の
み
。
欧
州
の
諸
の
達
者
(見
識
者
)
、
政
府
の
民
に
禍
す
る
を
憤
り
、
或
い
は
国
粋
を
遮
撥
(排
斥
)
す
る
を
じ
ゆ
う
以
て
事
と
為
す
。
今
其
の
説
、
亦
漸
く
東
方
に
及
ぶ
。
何
す
れ
ぞ
子
、
之
に
自
囿
(抱
泥
、
独
善
)
す
る
や
」
と
。
す
つ
の
こ
之
に
応
え
て
日
う
。
「義
に
是
非
有
り
。
是
を
取
り
非
を
舎
る
は
、
主
観
の
分
な
り
。
事
に
細
大
有
り
。
大
を
挙
げ
て
細
を
遺
さ
ざ
そ
も
る
(後
世
に
残
さ
な
い
)
は
、
客
観
の
分
な
り
。
国
粋
は
誠
に
未
だ
必
ず
し
も
皆
是
な
ら
ず
。
抑
そ
も
其
の
記
載
は
故
言
(昔
の
言
お
こ
れ
い
ず
れ
葉
)
に
し
て
、
情
状
は
具
に
在
り
。
是
非
を
舎
き
て
事
蹟
を
徴
す
る
(明
ら
か
に
す
る
)
は
、
此
人
道
に
お
い
て
損
益
何
な
り
や
。
ろ
う
た
ん
し
か
な
つ
く
故
に
老
鵈
(老
子
)
は
礼
を
以
て
忠
信
の
薄
(忠
・
信
を
弱
め
る
も
の
)
と
為
し
、
而
し
て
周
室
の
典
章
は
猶
お
精
を
殫
し
以
て
之
を
か
つ
こ
う
そ
う
し
ゃ
く
し
ょ
う
こ
治
む
る
が
ご
と
し
。
葛
洪
(抱
朴
子
の
著
者
)
は
経
籍
を
以
て
相
斫
(戦
争
)
の
簿
領
(帳
簿
)
と
為
し
、
而
し
て
漢
・
晉
の
掌
故
つ
く
あ
つ
ぶ
ご
(礼
楽
の
故
実
を
司
る
官
)
は
乃
ち
力
を
畢
し
て
以
て
之
を
蒐
む
。
誠
に
主
観
と
客
観
は
部
伍
(組
織
、
集
団
)
に
異
有
り
、
故
に
並
こ
ば
く
へ
き
せ
ん
び
行
わ
れ
て
相
滅
せ
ざ
る
を
知
る
な
り
。
故
貉
(北
方
の
異
民
族
)
の
子
、
生
ま
れ
て
声
を
同
じ
く
し
、
辟
施
(徘
徊
)
の
動
作
、
初
び
ん
ぜ
ん
め
は
異
有
ら
ず
。
其
の
事
を
行
う
こ
と
同
じ
か
ら
ざ
る
を
以
て
、
国
粋
も
亦
や
因
り
て
以
て
別
為
り
。
分
際
(区
別
)
を
泯
絶
す
る
あ
た
か
こ
と
ゆ
え
ん
よ
し
(な
く
し
て
し
ま
う
)
は
、
勢
い
固
よ
り
能
わ
ず
。
且
つ
人
類
の
鳥
獣
と
殊
に
す
る
所
以
は
、
惟
だ
そ
の
能
く
往
事
を
識
り
て
、
過
去
ご
と
ご
と
ほ
ろ
の
念
を
有
す
る
の
み
。
国
粋
尽
く
亡
び
、
百
年
以
前
の
事
を
知
ら
ざ
れ
ば
、
人
と
犬
馬
、
当
に
何
ぞ
異
な
る
べ
け
ん
や
。
人
に
自
覚
り
ょ
う
れ
き
無
け
れ
ば
、
即
ち
他
人
に
陵
轢
(侮
蔑
)
さ
れ
、
以
て
自
生
す
る
こ
と
無
し
。
民
族
に
自
覚
無
け
れ
ば
、
即
ち
他
民
族
に
陵
轢
さ
れ
、
ひ
ょ
う
だ
ん
　ね
　
以
て
自
存
す
る
こ
と
無
し
。
然
れ
ば
則
ち
国
粋
を
怦
弾
(指
弾
)
す
る
は
、
正
に
人
を
し
て
異
種
(異
民
族
)
の
役
(奴
隷
)
為
ら
お
も
ど
う
つ
う
し
め
る
の
み
。
吾
嘗
て
以
為
え
ら
く
、
欧
語
(
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
諸
言
語
)
に
洞
通
(通
暁
)
せ
ん
に
は
、
禹
域
(中
国
)
の
殊
言
(少
し
か
え
り
数
民
族
の
言
語
)
を
求
む
る
に
如
か
ず
、
大
地
を
経
行
(探
検
)
せ
ん
に
は
、
九
州
(中
国
)
の
風
土
を
省
み
る
に
如
か
ず
、
外
史
を
わ
た
捜
求
(研
究
)
せ
ん
に
は
、
遷
・
固
(司
馬
遷
と
班
固
)
の
遺
文
を
考
う
る
に
如
か
ず
、
と
。
之
を
学
術
に
求
む
る
は
、
渉
る
所
既
に
こ
ら
く
い
ず
広
く
、
必
ず
撤
落
し
て
就
く
所
無
し
(雲
を
つ
か
む
よ
う
な
も
の
だ
)
。
孰
若
れ
ぞ
区
中
(あ
る
分
野
)
に
迫
在
(集
中
し
て
専
攻
)
よ
せ
ん
し
つ
し
ゅ
う
し
て
、
能
く
其
の
繊
悉
(詳
細
)
を
得
る
こ
と
を
為
さ
ん
。
之
を
民
徳
(民
衆
の
徳
義
)
に
求
む
る
は
、
邦
人
諸
友
、
等
し
く
是
れ
周
し
ん
あ
い
ま
み
親
(親
し
い
身
内
)、
相
見
え
て
道
故
し
(往
時
を
語
り
)
、
懐
旧
の
蓄
念
(積
も
り
積
も
っ
た
思
い
)
を
発
し
、
以
て
民
族
を
輯
和
か
つ
こ
も
ち
け
だ
(和
合
)
し
羯
胡
(異
民
族
)
を
攘
斥
す
る
に
於
い
て
、
其
の
庸
う
る
と
こ
ろ
多
し
。
此
れ
蓋
し
就
事
(事
に
従
事
す
る
こ
と
)、
之
こ
う
ぎ
お
も
ん
ぱ
か
を
言
う
な
り
。
行
義
(品
行
、
事
蹟
)
の
是
非
に
至
り
て
は
、
異
職
(様
々
な
役
目
)
有
る
を
慮
る
。
然
り
と
雖
も
、
純
徳
埼
行
の
か
ん
て
い
い
ん
り
ん
　お
　
士
は
、
国
無
け
れ
ば
之
無
し
。
而
し
て
苦
行
艱
貞
(困
苦
し
て
節
を
持
す
こ
と
)
、
隠
淪
(隠
遁
)
独
善
は
、
固
よ
り
中
国
の
長
ず
る
所
な
り
。
若
し
夫
れ
之
に
政
治
を
施
し
、
之
に
社
会
(組
織
)
を
行
な
う
に
、
重
農
軽
商
(農
業
を
重
ん
じ
商
業
を
軽
ん
ず
)
の
説
、
懐
遠
禦
寇
(遠
方
の
民
族
を
な
つ
け
敵
を
防
ぐ
)
の
方
(方
策
)、
多
主
(各
地
の
支
配
者
た
ち
)
の
均
平
(宥
和
)
に
過
直
(当
を
章
炳
麟
の
イ
ン
ド
論
に
つ
い
て
七
八
ま
さ
す
で
失
す
る
こ
と
)
せ
し
め
ざ
れ
ば
、
吾
国
の
白
人
に
勝
る
所
以
は
、
固
よ
り
已
に
多
し
。
印
度
人
は
大
地
(地
球
上
、
世
界
中
)
に
お
い
が
い
て
い
　レ
　
し
り
ょ
う
し
ゃ
ら
ん
に
く
こ
う
て
最
も
憧
悌
(温
厚
)
了
諒
(慈
愛
、
篤
実
)
為
り
。
今
に
至
る
も
食
は
炙
卵
(卵
子
焼
き
)
を
過
ぎ
ず
、
肉
羹
(肉
い
た
め
)
は
ご
と
ご
と
り
ふ
則
ち
絶
つ
。
其
の
俗
、
蓋
し
事
事
に
師
法
と
為
す
べ
し
。
独
り
往
昔
に
四
姓
階
級
の
分
有
り
、
近
世
に
釐
婦
(寡
婦
)
焚
に
就
く
の
俗
(サ
テ
ィ
ー
の
制
度
)
有
る
は
、
当
に
撥
除
(除
去
)
す
べ
き
の
み
。
其
の
他
、
呪
印
巫
術
、
神
怪
万
端
は
、
学
術
既
に
明
ら
か
に
し
、
や
す
亦
た
息
滅
(消
滅
)
に
易
し
。
誰
ぞ
謂
わ
ん
、
釈
迦
氏
の
説
は
自
囿
為
り
と
。
夫
れ
欧
洲
と
日
本
、
事
を
其
の
国
粋
に
求
む
る
も
、
民
ま
つ
と
や
や
族
既
に
完
う
し
た
れ
ぼ
、
亦
た
以
て
少
弛
む
べ
し
。
義
を
其
の
国
粋
に
求
む
る
は
、
人
(他
人
)
を
侵
略
す
る
に
あ
ら
ざ
れ
ば
、
則
ち
よ
だ
い
け
ん
し
ご
と
ご
と
け
だ
　あ
　
た
人
を
以
て
輿
台
(召
使
)
豢
豕
(家
畜
)
と
為
す
な
り
。
故
に
発
憤
す
る
者
は
事
事
に
撥
去
(反
撥
)
せ
ん
と
欲
す
。
蓋
し
弊
を
矯
め
た
だ
し
か
謬
を
匡
す
の
辞
、
爾
ら
ざ
る
を
得
ざ
る
者
(や
む
を
え
ざ
る
と
こ
ろ
)
有
り
。
此
れ
支
那
、
印
度
に
於
い
て
は
論
ず
る
所
に
あ
ら
ざ
る
せ
き
き
ょ
う
こ
ぼ
な
り
。
盗
賊
自
ら
其
の
跖
(盗
跖
)、
矯
(荘
矯
、
二
人
と
も
古
代
の
大
盗
賊
)
の
書
を
毀
つ
は
、
義
に
お
い
て
は
甚
だ
善
な
る
も
、
は
な
は
　あ
　
ふ
良
家
を
し
て
亦
た
爾
ら
し
め
ん
と
欲
す
る
は
、
太
だ
誣
(欺
瞞
)
な
ら
ず
や
」
と
。
ま
デ
　
つ
他
日
復
た
帯
氏
に
論
ぐ
。
帯
氏
曰
く
、
「今
日
、
亜
洲
の
為
に
計
る
。
独
立
は
其
の
先
な
り
。
生
分
(仲
違
い
)
を
均
平
す
る
(仲
や
や
直
り
さ
せ
る
)
は
其
の
稍
次
な
り
。
彼
是
を
玄
同
し
(
一
体
化
し
)、
政
法
(体
制
)
を
泯
絶
(打
破
)
す
る
は
其
の
最
後
な
り
。
大
た
ん
ぼ
　レ
　
こ
同
を
百
年
以
後
に
求
め
て
、
旦
暮
の
計
(差
し
迫
っ
た
計
画
)
を
為
さ
ざ
る
は
、
斯
れ
則
ち
務
め
を
知
ら
ず
と
為
す
の
み
」
と
。
四
支
那
・
印
度
連
合
の
法
ふ
く
り
ん
へ
だ
亜
洲
の
国
、
漢
土
は
東
に
在
り
、
梵
土
は
西
に
在
る
。
幅
輪
(面
積
)
至
て
広
く
、
中
を
隔
つ
に
吐
蕃
(チ
ベ
ッ
ト
)、
雪
山
(ヒ
そ
う
れ
い
よ
マ
ラ
ヤ
山
)
の
険
あ
り
、
直
達
す
る
を
得
ず
。
漢
世
(漢
代
)
は
多
く
葱
嶺
(パ
ミ
ー
ル
高
原
)
由
り
往
来
し
、
両
晉
(西
晉
と
東
す
な
わ
う
い
た
晉
)
以
後
は
、
及
ち
始
め
て
海
に
泛
か
び
て
交
(交
趾
の
略
、
安
南
)
、
広
(広
東
・
広
西
の
略
、
両
広
)
に
抵
る
者
有
り
。
唐
の
時
大
い
に
通
ず
。
王
玄
騾
一
た
び
釁
(間
隙
、
不
和
)
を
開
く
も
、
は戡
ゾ
く
は
勵
し
か
ら
ず
。
明
の
時
-灘
に
樽
塾
が
り
、
行
人
無
し
。
〔明
時
以
来
〕
今
に
至
る
こ
と
五
百
余
歳
な
り
。
た
い
よ
聞
く
な
ら
く
、
岱
廟
(泰
山
廟
)
に
温
涼
の
玉
有
り
。
清
の
乾
隆
の
世
に
印
度
自
り
入
貢
せ
し
も
の
な
り
。
山
東
の
友
人
、
嘗
て
之
を
見
れ
り
。
そ
の
長
さ
は
二
尺
余
魂
り
、
厚
さ
四
寸
、
広
さ
八
寸
謂
り
に
し
て
、
青
・
白
・
藍
の
三
色
を
侮
し
、
之
を
撚
つ
れ
ぼ
一
端
み
な
グ
ル
カ
　ゆ
　
は
温
、
一
端
は
涼
た
り
。
其
の
絶
珍
自
效
(絶
妙
至
極
)
な
る
を
観
れ
ぼ
、
親
睦
の
情
猶
お
在
る
が
ご
と
し
。
近
二
歳
中
、
廓
爾
喀
亦
た
藤
が
貢
使
(使
節
)
を
輝
す
。
然
し
て
清
廷
の
之
を
遇
す
る
こ
と
甚
だ
僻
れ
り
。
貢
使
、
四
川
遵
り
入
る
に
、
総
督
の
行
賞
は
番
礼
ろ
れ
つ
ざ
き
(え
び
す
の
作
法
)
た
り
。
臚
列
の
百
官
、
総
督
の
部
堂
(大
堂
)
に
登
る
。
坐
几
(椅
子
)
の
高
さ
四
尺
許
り
。
貢
者
は
下
(床
)
お
の
お
の
に
在
り
て
、
其
の
従
者
の
伏
す
る
を
以
て
几
と
為
す
。
乃
ち
牛
脛
(牛
の
片
足
)
、
羊
脛
(羊
の
片
足
)
各
一
つ
を
出
し
、
生
に
て
く
く
し
ゅ
ゆ
も
う
か
く
い
け
ど
り
　　
　
之
を
啖
ら
わ
し
む
。
貢
使
食
ら
う
こ
と
能
わ
ず
。
須
臾
に
し
て
(ほ
ど
な
く
)、
引
き
入
れ
て
武
候
七
た
び
孟
獲
を
禽
に
す
る
の
故
事
し
ん
よ
う
を
優
演
す
る
(見
事
に
演
じ
る
)
を
観
せ
、
以
て
之
を
震
燿
せ
し
む
(轟
音
と
閃
光
で
耳
目
を
塞
が
す
)
。
貢
使
亦
た
解
せ
ず
。
清
廷
、
ね
い
ゆ
き
ょ
う
き
ょ
し
ひ
隣
国
に
お
い
て
、
強
け
れ
ば
則
ち
侫
諛
し
(こ
び
へ
つ
ら
い
)、
弱
け
れ
ば
則
ち
驕
倨
す
(お
ご
り
た
か
ぶ
る
)
。
此
れ
最
も
嗤
鄙
ビ
ル
マ
(あ
ざ
わ
ら
い
い
や
し
む
)
す
べ
き
も
の
な
り
。
近
世
、
朝
鮮
・
安
南
・
緬
甸
・
琉
球
の
諸
国
、
既
に
他
人
に
属
す
。
独
り
廓
爾
喀
の
み
英
藩
(英
領
の
境
域
)
の
黎
麓
に
湿
襤
(近
在
)
し
、
猶
お
漢
土
の
親
む
べ
き
を
知
る
が
ご
と
し
。
職
瞰
(遣
使
)
の
時
至
り
、
讖
か
に
囚
虜
を
以
て
之
を
待
す
る
は
、
何
ぞ
其
れ
務
め
を
知
ら
ざ
る
や
。
よ
う
む
か
し
お
も
た
が
い
し
か
民
間
の
印
度
人
に
於
け
る
や
、
宜
し
く
往
日
の
旧
好
を
念
い
互
相
に
扶
持
す
べ
き
は
、
独
り
人
道
の
宜
し
く
然
ら
し
む
と
こ
ろ
に
あ
ら
ず
。
今
日
に
腰
り
て
漢
土
を
維
持
せ
ん
と
欲
す
れ
ば
・
亦
た
印
度
・
西
方
の
驃
献
(藩
屏
)
と
為
り
、
以
て
西
人
南
下
の
道
を
避
む
よ
あ
い
と
も
し
か
る
に
藉
ら
ざ
る
を
得
ず
。
支
那
と
印
度
既
に
独
立
し
、
相
与
に
神
聖
同
盟
を
為
さ
ば
、
而
る
後
亜
洲
殆
ど
事
(紛
争
、
懸
案
)
少
な
か
か
ん
ゆ
よ
ら
ん
。
連
合
の
道
は
、
宜
し
く
両
国
の
文
化
を
以
て
、
相
互
に
灌
輸
(流
通
、
伝
授
)
す
べ
し
。
昔
、
内
典
(仏
教
経
典
)
中
国
に
由
り
訳
成
る
。
唐
の
時
、
復
た
『老
子
』
を
訳
し
て
梵
文
と
為
し
、
以
て
印
度
に
達
せ
り
。
然
る
に
歴
史
の
事
蹟
は
、
地
域
広
輪
な
れ
ば
、
章
炳
麟
の
イ
ン
ド
論
に
つ
い
て
九
一
〇
ば
く
え
ん
あ
た
邀
焉
(遙
然
)
と
し
て
通
暁
す
る
こ
と
能
わ
ず
。
今
は
即
ち
当
に
此
(歴
史
事
蹟
に
通
曉
す
る
こ
と
)
を
以
て
先
路
と
為
す
べ
し
。
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
言
の
文
字
に
至
っ
て
は
、
互
い
に
障
碍
有
り
。
亦
た
宜
し
く
講
習
(学
習
)
を
略
有
(収
得
)
す
べ
し
。
梵
土
の
珊
斯
克
利
多
の
ド
イ
ツ
文
は
、
徳
意
志
人
を
以
て
之
を
学
ぶ
に
、
十
五
年
に
し
て
而
る
後
明
僚
(明
瞭
)
た
り
。
高
才
(秀
才
)
捷
足
(俊
敏
)
の
士
に
し
て
、
お
よ
ラ
テ
ン
ギ
リ
シ
ア
尚
十
年
を
以
て
功
課
(評
価
)
す
。
此
れ
艱
阻
と
雖
も
、
然
し
て
凡
そ
欧
洲
の
文
字
を
習
わ
ん
と
す
れ
ば
、
最
後
は
羅
甸
、
希
臘
に
至
や
や
ヒ
ン
ド
っ
て
止
ん
ぬ
。
其
の
歳
月
亦
た
相
等
し
。
近
世
印
度
の
通
行
(汎
用
)
文
字
は
、
稍
や
古
昔
と
異
な
る
も
、
賢
豆
文
(ヒ
ン
ド
ゥ
ス
タ
ー
ニ
ー
語
)
を
以
て
雅
言
(正
規
の
言
語
)
と
為
す
れ
ば
、
即
ち
之
を
習
う
は
猶
お
古
語
よ
り
易
き
が
ご
と
し
。
今
歳
、
安
慶
(安
徽
省
安
慶
府
)
よ
り
四
沙
門
を
遣
わ
し
、
西
游
(渡
印
)
し
て
求
学
せ
し
む
。
是
れ
、
固
よ
り
梵
・
漢
を
溝
合
(修
好
)
す
る
の
端
た
り
。
ぴ
ゃ
く
い
然
り
と
雖
も
、
印
度
の
文
に
通
ず
る
者
は
、
沙
門
に
止
ま
る
の
み
か
。
白
衣
(俗
人
)
講
ぜ
ざ
れ
ば
、
則
ち
亜
洲
の
自
主
(自
治
、
け
い
け
い
ぶ
ん
ぜ
い
独
立
)
に
お
い
て
、
猶
お
豪
毛
(僅
少
)
の
益
無
き
が
ご
と
し
。
余
、
醯
難
(か
つ
お
む
し
、
小
虫
)
蚊
蚋
(
か
、
ぶ
よ
)
の
微
(低
お
も
こ
こ
す
く
う
ち
い
身
分
)
を
以
て
、
妄
り
に
学
者
の
引
重
(重
い
責
め
)
を
為
す
。
懐
う
に
此
数
年
、
独
り
唱
え
和
す
る
も
の
寡
な
し
。
悲
し
み
中
よ
よ
う
あ
つ
(こ
こ
ろ
)
従
り
来
り
、
夭
閼
(抑
制
)
す
べ
か
ら
ず
。
故
に
此
を
書
し
て
以
て
同
好
に
勧
む
。
世
の
有
志
の
士
に
し
て
、
務
め
て
実
し
た
が
こ
い
ね
が
を
求
め
名
に
殉
わ
ぬ
(名
誉
を
求
め
ぬ
)
者
、
庶
幾
わ
く
は
此
の
志
を
成
さ
ん
。
五
印
度
の
先
民
、
地
球
日
を
繞
り
人
身
精
虫
を
有
す
る
の
二
事
を
知
る
か
つ
か
た
へ
だ
て
い
わ
ゆ
る
バ
ス
カ
ラ
シ
ョ
ウ
ジ
ャ
印
度
の
学
者
、
嘗
て
余
と
言
る
。
今
を
距
る
こ
と
千
四
百
年
は
、
即
ち
白
人
の
所
謂
五
世
紀
な
り
。
印
度
に
天
文
師
巴
斬
伽
邏
焦
闇
葎
り
て
、
地
球
の
日
(太
陽
)
を
彎
事
を
発
見
せ
り
・
饉
彫
に
先
ん
ず
る
こ
と
霞
に
千
余
歳
な
ら
ん
と
す
・
と
・
余
静
'つ
・
先
民
し
な
ん
き
せ
き
ょ
う
　の
　
独
り
見
り
、
亦
た
奚
す
れ
ぞ
是
に
止
ま
る
や
。
小
乗
の
『起
世
経
』
に
言
う
、
コ
洲
、
日
正
中
(太
陽
の
南
中
)
の
時
、
一
洲
、
日
よ
な
か
さ
と
た
だ
始
め
て
没
す
。
一
洲
、
日
始
め
て
出
で
、
一
洲
、
正
に
半
夜
に
当
る
L
と
。
是
れ
亦
た
先
に
地
(地
球
)
の
円
き
を
暁
れ
り
。
直
に
印
も
と
く
ら
お
よ
こ
ん
て
ん
　ゐ
　
度
の
み
に
あ
ら
ず
、
震
旦
(中
国
)
人
の
測
天
の
学
、
素
よ
り
印
度
と
視
べ
て
逮
ば
ざ
る
も
、
渾
天
家
言
え
ら
く
「天
は
難
卵
の
如
く
、
ま
ん
ま
る
地
は
卵
黄
の
如
し
」
と
。
是
れ
亦
た
地
体
(地
球
の
か
た
ち
)
渾
円
な
る
を
暁
る
な
り
。
緯
書
(漢
代
流
行
の
予
言
書
)
に
言
う
、
地
も
と
り
ょ
う
た
く
に
四
游
有
り
と
。
是
れ
亦
た
地
球
の
転
動
(自
転
)
を
暁
る
な
り
。
蓋
し
此
義
、
本
比
校
(比
較
)
量
度
(推
量
)
に
由
り
て
之
を
得
え
、
艱
深
難
了
(意
味
の
深
い
理
解
)
せ
し
も
の
に
あ
ら
ず
。
か
カ
ン
マ
ン
　ぬ
　
且
つ
動
物
の
精
子
を
有
す
る
が
如
き
は
、
欧
洲
の
十
七
世
紀
自
り
罕
曼
な
る
者
有
り
、
始
め
て
之
を
発
見
せ
り
。
其
よ
り
先
は
、
或
す
で
は
「卵
中
に
難
有
り
」
と
云
い
、
或
は
「
卵
中
に
難
無
し
」
と
い
い
、
相
争
い
て
決
せ
ず
。
而
し
て
印
度
は
、
則
ち
二
千
歳
前
已
に
精
じ
ぜ
ん
び
ょ
う
ひ
よ
う
き
ょ
う
　お
　
子
を
知
れ
る
こ
と
、
小
乗
の
『治
禅
病
祕
要
経
』
に
云
う
が
如
し
。
　め
　
ち
ょ
う
え
な
子
蔵
(子
を
も
う
け
る
た
め
の
臓
器
)
は
生
蔵
の
下
、
熟
蔵
の
上
に
在
り
。
九
十
九
重
の
膜
は
死
猪
の
胞
(胎
児
を
蔽
う
膜
)
す
じ
　　
　
し
の
う
の
如
し
。
四
百
四
の
脈
は
子
蔵
に
従
い
、
猶
お
樹
根
の
如
く
、
諸
根
を
散
布
し
て
、
屎
嚢
(く
そ
ぶ
く
ろ
)
を
盛
る
が
如
し
。
一
ふ
し
し
ゅ
う
そ
う
千
九
百
の
節
は
芭
蕉
の
葉
に
似
た
り
。
八
万
戸
(個
)
の
虫
、
囲
繞
し
て
四
百
四
の
脈
を
周
而
(周
囲
の
取
り
ま
き
)
し
、
以
ひ
せ
ん
て
子
蔵
に
及
ぶ
こ
と
、
猶
お
馬
腸
の
如
く
、
直
ち
に
産
門
に
至
る
。
臂
釧
(腕
輪
)
の
如
き
形
に
し
て
、
団
円
大
小
あ
り
。
上
は
す
る
ど
か
た
ち
円
く
下
は
尖
く
、
状
貝
歯
の
如
し
。
九
十
九
重
は
一
一
の
重
問
に
四
百
四
虫
有
り
。
一
一
の
虫
に
十
二
頭
と
十
二
口
有
り
。
人
、
ビ
ラ
水
を
飲
む
時
、
水
精
、
脈
に
入
り
て
布
散
し
、
諸
虫
、
毘
羅
虫
の
頂
に
入
る
。
直
ち
に
産
門
の
半
月
に
至
り
、
半
月
、
不
浄
水
を
き
ょ
う
よ
出
す
。
諸
虫
各
お
の
吐
き
、
猶
お
膿
を
敗
る
が
如
し
。
九
十
虫
の
口
中
に
入
る
。
十
二
虫
の
六
竅
(穴
)
中
従
り
出
る
こ
と
、
こ
わつ
じ
ゆ
わつ
糾
汁
(深
紅
の
汁
)
を
敗
る
が
如
し
。
ま
し
ゅ
う
ご
う
も
ろ
も
ろ
復
た
諸
虫
有
り
。
秋
豪
(秋
に
生
え
変
わ
る
獣
の
細
毛
)
よ
り
細
く
、
其
の
中
(糾
汁
の
中
)
に
游
戯
す
。
諸
の
男
子
等
、
よ
宿
悪
の
罪
あ
り
。
故
に
四
百
四
脈
、
眼
根
従
り
四
支
に
布
散
し
、
諸
腸
に
流
れ
注
い
で
、
生
蔵
の
下
、
熟
蔵
の
上
に
至
る
。
肺
・
え
ん
け
ん
脾
・
腎
の
脈
、
其
の
(子
蔵
の
)
両
辺
に
於
て
、
各
お
の
六
十
四
虫
有
り
。
各
お
の
十
二
頭
、
亦
た
十
二
口
あ
り
。
宛
綣
し
て
あ
い
お
お
(ま
き
つ
い
て
)
相
著
し
、
状
、
指
環
の
如
し
。
青
色
の
膿
を
盛
ん
に
し
、
野
猪
の
精
の
如
く
、
臭
悪
巨
い
に
甚
だ
し
。
〔子
〕
章
炳
麟
の
イ
ン
ド
論
に
つ
い
て
一
一
一
二
　　
　
蔵
の
陰
処
に
至
り
、
分
れ
て
三
支
と
為
る
。
二
支
は
上
に
在
り
、
芭
蕉
の
葉
の
如
く
、
一
千
二
百
の
脈
有
り
。
=
の
脈
中
に
、
ご
と
ビ
ラ
ン
ダ
く
ち
ば
し
　　
　
風
虫
を
生
ず
。
細
き
こ
と
秋
豪
の
若
く
、
毘
蘭
多
鳥
の
觜
に
似
た
り
。
諸
虫
、
口
中
に
筋
色
虫
を
生
ず
。
此
の
虫
の
形
体
は
筋
に
　み
　
似
、
子
蔵
に
連
持
(接
続
)
し
、
能
く
諸
脈
を
動
き
、
精
を
吸
い
て
出
入
す
。
男
虫
は
青
色
、
女
虫
は
紅
赤
な
り
。
七
万
八
千
あ
あ
い
て
ん
か
ク
シ
ラ
り
、
共
に
相
纏
裏
(ま
と
い
つ
き
)
す
。
状
、
累
環
(環
を
ず
ら
し
な
が
ら
次
々
と
重
ね
た
形
)
の
如
く
、
瞿
師
羅
鳥
の
眼
に
似
ち
ょ
う
け
い
た
り
。
九
十
八
の
脈
は
上
の
か
た
心
を
衝
い
て
、
及
ち
頂
髻
(頭
頂
の
も
と
ど
り
)
に
至
る
。
諸
の
男
子
等
、
眼
、
色
に
触
る
と
ど
こ
れ
ぼ
、
心
根
を
風
動
し
、
四
百
四
の
脈
、
風
の
使
う
所
と
為
り
、
動
転
し
て
停
ま
ら
ず
。
八
万
戸
の
虫
、
一
時
に
口
を
張
り
、
眼
よ
り
諸
膿
を
出
し
て
、
諸
脈
に
流
注
し
、
及
ち
虫
頂
に
至
る
。
諸
虫
崩
動
し
、
狂
い
て
知
る
所
無
く
、
前
の
女
根
に
触
る
。
男
精
の
青
白
な
る
は
、
是
れ
諸
虫
の
涙
に
し
て
、
女
精
の
黄
赤
な
る
は
、
是
れ
諸
虫
の
膿
な
り
。
し
ょ
う
ぼ
う
ね
ん
じ
ょ
き
ょ
う
　
れ
　
又
、
小
乗
の
『
正
法
念
処
経
』
に
云
う
が
如
し
。
い
ず
れ
十
種
の
虫
、
髄
中
を
行
き
、
精
中
を
行
く
こ
と
有
り
。
何
等
を
十
と
為
す
や
。
一
は
毛
虫
と
名
づ
け
、
二
は
黒
口
虫
と
名
づ
け
、
三
は
無
力
虫
と
名
づ
け
、
四
は
大
痛
虫
と
名
づ
け
、
五
は
煩
悶
虫
と
名
づ
け
、
六
は
火
虫
と
名
づ
け
、
七
は
滑
虫
と
名
づ
け
、
八
は
下
流
虫
と
名
づ
け
、
九
は
起
身
根
虫
と
名
づ
け
、
十
は
憶
念
歓
喜
虫
と
名
つ
く
。
い
わ
ゆ
る
の
み
ま
所
謂
筋
色
虫
の
、
男
に
在
り
て
は
青
白
、
女
に
在
り
て
は
紅
赤
な
る
者
は
、
即
ち
精
子
と
胚
珠
是
れ
已
。
復
た
精
中
を
行
く
と
云
い
、
よ
ま
す
お
お
む
ね
名
づ
け
て
起
身
根
虫
と
為
す
は
、
身
根
此
に
由
り
て
起
ち
、
其
の
精
子
為
る
こ
と
益
ま
す
明
ら
か
な
り
。
大
率
印
度
の
解
剖
の
術
、
素
よ
り
優
れ
り
。
故
に
筋
色
虫
、
起
身
根
虫
有
る
の
説
は
、
当
に
今
の
所
謂
精
子
た
る
べ
し
。
又
、
八
万
戸
の
虫
有
る
の
説
は
、
当
に
ま
　
ただ
今
の
所
謂
細
胞
た
る
べ
し
。
夫
れ
罕
曼
、
初
め
て
精
子
を
見
し
時
、
未
だ
嘗
て
顕
微
鏡
を
用
い
ず
。
徒
生
物
を
解
剖
す
る
を
以
て
、
景
き
け
ん
略
(お
お
よ
そ
そ
の
形
)
を
窺
見
し
(う
か
が
い
知
り
)、
遂
に
卓
然
と
し
て
祭
酒
(学
長
)
大
師
と
称
す
。
而
し
て
印
度
は
二
千
歳
よ
す
で
こ
れ
し
こ
う
も
と
前
自
り
、
已
に
其
の
名
物
儀
象
(名
称
や
種
類
の
特
徴
)
を
知
る
は
、
斯
亦
た
一
奇
な
り
。
然
し
て
印
度
の
諸
聖
哲
、
本
第
一
の
義
諦
(宗
教
的
真
理
)
を
以
て
重
し
と
見
、
推
歩
の
密
(進
化
の
理
論
)
、
解
剖
の
精
(精
確
さ
)
は
未
だ
以
て
寵
(得
意
)
と
為
す
に
い
わ
よ
な
も
と
足
ら
ず
。
況
ん
や
儀
器
(実
験
器
具
)
は
伝
わ
ら
ず
、
能
く
人
人
を
し
て
証
見
(確
認
)
せ
し
む
る
こ
と
勿
し
。
是
れ
、
固
よ
り
欧
人
お
よ
な
ら
う
し
な
に
逮
ば
ず
。
独
り
空
・
色
の
双
び
亡
い
、
前
後
に
際
断
す
る
に
至
っ
て
、
欧
洲
の
諸
哲
学
者
、
能
く
其
の
名
言
を
挙
ぐ
る
と
雖
ど
も
、
あ
た
ゆ
が
し
か
ん
み
な
　
お
　
し
其
の
境
界
を
証
す
る
こ
と
能
わ
ず
。
而
し
て
印
度
に
瑜
伽
、
止
観
の
法
有
り
。
人
人
を
し
て
皆
触
証
し
て
之
を
実
験
す
る
を
得
令
む
。
く
わ
だ
斯
れ
固
よ
り
欧
人
の
能
く
企
つ
所
に
あ
ら
ざ
る
な
り
。
以
上
が
「は
じ
め
に
」
で
予
告
し
た
五
篇
の
論
説
で
あ
る
。
し
か
し
こ
こ
で
、
章
炳
麟
が
一
九
〇
七
年
の
『
民
報
』
第
一
三
号
に
発
表
し
た
「印
度
西
婆
耆
王
記
念
会
記
事
」
も
紹
介
し
て
お
く
こ
と
に
し
よ
う
。
こ
の
文
章
は
彼
の
筆
に
よ
る
一
連
の
イ
ン
ド
論
の
劈
頭
に
位
置
す
る
も
の
で
あ
り
、
前
稿
で
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
島
田
虔
次
先
生
が
早
く
一
九
五
八
年
の
『思
想
』
第
四
〇
七
、
四
〇
八
号
に
お
い
て
全
訳
紹
介
さ
れ
、
後
に
『中
国
革
命
の
先
駆
者
た
ち
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
の
で
、
人
々
の
よ
く
知
る
と
こ
ろ
と
な
っ
て
い
る
。
従
っ
て
こ
こ
で
私
が
紹
介
す
る
必
要
は
な
い
の
で
あ
る
が
、
な
に
せ
島
田
先
生
の
な
さ
れ
た
紹
介
は
半
世
紀
近
く
前
の
こ
と
で
、
収
録
著
書
も
入
手
困
難
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
敢
え
て
こ
の
「111B
事
J
も
収
め
て
お
く
こ
と
に
す
る
。
こ
こ
で
の
紹
介
は
、
島
田
先
生
の
訳
に
全
面
的
に
依
拠
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
先
生
が
訳
文
を
明
晰
、
流
暢
に
す
る
た
め
に
省
略
さ
れ
た
漢
字
な
ど
も
、
章
炳
麟
の
原
文
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
伝
え
る
た
め
、
す
べ
て
生
か
し
て
い
く
こ
と
に
努
め
た
。
六
印
度
西
婆
耆
王
記
念
会
記
事
ジ
バ
ジ
　　
　
バ
ル
カ
ン
陽
暦
〔
一
九
〇
七
年
〕
四
月
二
十
日
、
印
度
の
游
学
者
、
西
婆
耆
王
記
念
会
を
虎
門
女
学
館
に
開
く
。
其
の
領
袖
は
法
学
士
鉢
邏
罕
ア
メ
リ
カ
氏
為
り
。
初
め
、
鉢
邏
罕
美
洲
自
り
来
り
、
余
を
民
報
社
に
訪
う
。
言
う
な
ら
く
、
英
政
府
の
印
度
人
を
遇
す
る
こ
と
、
往
日
の
蒙
古
く
ら
い
き
ん
あ
つ
(ム
ガ
ル
朝
)
と
較
べ
甚
し
き
為
り
。
学
者
、
政
治
・
法
律
を
講
ず
る
こ
と
を
得
ず
、
他
国
に
之
く
と
雖
も
、
猶
お
禁
遇
(差
し
止
章
炳
麟
の
イ
ン
ド
論
に
つ
い
て
三
一
四
こ
う
む
え
ボ
　
ス
め
)
を
被
る
。
独
り
美
洲
に
在
り
て
自
由
を
得
、
此
を
以
て
法
学
士
の
号
を
獲
た
り
、
と
。
其
の
友
人
の
保
什
氏
、
能
く
日
本
語
を
為
い
こ
う
い
ん
し
重
訳
し
て
応
対
す
。
二
子
(両
氏
)、
印
度
の
衰
微
の
状
を
道
う
に
、
語
次
鰻
咽
し
(咽
に
つ
か
え
)
、
神
気
(気
分
)
激
越
す
。
余
、
た
印
度
国
民
協
会
(イ
ン
ド
国
民
会
議
)
の
近
状
を
問
う
。
答
え
て
云
わ
く
、
惟
だ
此
れ
、
人
意
を
慰
む
に
足
る
の
み
、
と
。
又
、
欧
洲
ギ
リ
シ
ア
ロ
　
マ
い
の
希
臘
・
羅
馬
中
興
等
の
事
を
挙
げ
、
相
比
況
(比
較
)
を
用
い
、
支
那
・
日
本
を
以
て
〔イ
ン
ド
の
〕
兄
弟
国
と
為
す
。
道
い
て
学
ヴ
ェ
　
ダ
ン
タ
問
に
及
べ
ば
、
則
ち
仏
法
・
吠
檀
多
教
と
欧
洲
近
世
哲
学
、
皆
能
く
其
の
優
劣
を
評
す
。
中
国
の
孔
〔子
〕
・
老
〔子
〕
・
荘
子
・
晦
庵
た
ぐ
い
ま
や
く
わ
ん
さ
く
し
(朱
子
)
・
陽
明
の
属
、
諦
暁
(通
暁
)
せ
ざ
る
無
し
。
復
た
近
世
に
陽
明
無
き
を
以
て
、
中
国
の
為
に
悲
し
む
。
其
の
盜
腕
咋
歯
(切
歯
)、
辞
気
(語
気
)
慷
慨
を
観
る
に
、
誠
に
印
度
の
有
心
の
士
な
る
か
な
。
く
つ
が
西
婆
耆
王
は
十
七
世
紀
の
末
に
当
り
、
民
間
自
り
起
り
て
、
蒙
古
帝
国
(ム
ガ
ル
帝
国
)
を
覆
え
し
、
印
度
人
を
し
て
独
立
を
得
し
み
ん
あ
い
む
。
蓋
し
吾
が
国
の
明
祖
(朱
元
璋
)
と
相
類
せ
り
。
印
度
人
、
敢
え
て
英
国
に
反
対
し
独
立
を
経
画
(計
画
)
す
る
を
以
て
衆
に
昌
い
っ
よ
ム
ガ
ル
言
(宣
伝
)
せ
ず
し
て
、
一
に
其
の
意
を
記
念
会
に
寓
す
。
西
婆
耆
王
の
蒙
古
に
反
対
せ
し
を
観
れ
ば
、
則
ち
今
当
に
英
国
に
反
対
す
お
よ
よ
う
よ
べ
き
を
知
る
べ
し
。
凡
そ
列
会
中
の
賓
席
者
、
宜
し
く
心
に
其
の
意
を
知
ら
ざ
る
こ
と
無
か
る
べ
し
。
其
の
意
に
因
り
て
之
に
賛
成
す
た
と
あ
た
な
る
は
、
人
道
の
当
に
然
ら
し
む
所
な
り
。
縦
い
〔賛
成
す
る
こ
と
〕
能
わ
ざ
る
も
、
猶
お
之
を
阻
抑
(妨
害
)
す
る
こ
と
為
さ
ざ
る
な
み
ず
か
り
。
鉢
邏
罕
氏
、
既
に
余
及
び
同
志
三
数
人
を
招
く
。
而
し
て
日
本
人
の
参
列
す
る
者
百
を
以
て
数
え
、
大
隈
伯
(大
隈
重
信
)
親
い
た
か
ま
び
す
な
か
な
ら
臨
し
て
演
説
す
。
高
車
(高
蓋
車
)
門
に
戻
り
、
鼓
吹
(軍
楽
)
讙
し
く
作
す
。
参
席
者
、
印
度
の
亡
(衰
亡
)
を
哀
し
ま
ず
し
て
う
き
っ
き
ゅ
う
つ
ぶ
さ
て
、
大
隈
伯
の
為
に
掌
を
撃
つ
。
伯
、
英
人
士
女
の
坐
に
列
す
る
者
を
見
る
や
、
鞠
躬
し
て
(身
を
か
が
め
て
)
握
手
し
、
曲
に
恭
お
も
か
く
た
謹
を
尽
せ
り
。
余
意
わ
ざ
り
き
、
著
名
の
政
党
に
し
て
此
の
如
き
を
。
演
説
に
及
び
て
は
、
惟
だ
英
皇
(イ
ギ
リ
ス
国
王
)
の
印
度
を
は
げ
撫
す
こ
と
至
仁
、
博
愛
に
し
て
、
比
擬
(比
肩
)
す
べ
か
ら
ざ
る
を
言
い
、
印
度
人
を
勸
ま
す
に
社
会
を
改
良
せ
よ
、
他
人
を
怨
む
こ
な
は
か
お
わ
ま
す
す
い
と
勿
か
れ
、
暴
動
を
謀
る
こ
と
勿
か
れ
を
以
て
す
。
語
畢
る
や
、
英
人
某
復
た
前
み
て
演
説
す
。
大
意
に
謂
わ
く
、
英
人
と
印
度
と
は
お
お
む
親
し
き
こ
と
骨
肉
の
如
し
、
と
。
其
の
語
率
ね
円
滑
に
し
て
曲
媚
な
る
は
、
蓋
し
心
に
印
度
人
の
長
厚
(温
厚
)
な
る
を
知
り
、
是
い
あ
や
を
以
て
之
を
籠
絡
(手
な
づ
け
)
せ
ん
と
す
る
な
り
。
英
人
は
道
う
に
足
ら
ず
。
余
独
り
怪
し
む
ら
く
は
、
大
隈
伯
、
東
方
の
英
傑
を
あ
ご
ん
も
う
そ
も
以
て
、
而
も
亦
た
是
の
諧
媚
(迎
合
)
取
容
(阿
諛
)
の
語
を
為
す
は
、
豈
に
昏
耄
(耄
碌
)
し
て
短
気
(落
胆
)
せ
し
や
、
と
。
抑
か
と
う
じ
く
へ
い
せ
い
そ
も
〔日
英
〕
同
盟
の
故
を
以
て
、
印
度
人
を
し
て
手
を
藉
る
所
を
得
し
め
る
を
欲
せ
ざ
り
し
や
。
此
れ
、
当
軸
秉
政
(国
政
担
当
者
)
と
在
野
の
政
党
首
領
と
に
在
り
て
は
、
宜
し
く
是
の
説
を
為
す
べ
し
。
伯
、
既
に
引
退
し
、
国
政
に
於
て
関
係
す
る
所
無
く
し
て
、
な
ま
こ
と
猶
お
是
の
言
を
作
す
。
是
れ
、
真
に
余
の
解
せ
ざ
る
所
の
者
な
り
。
ま
も
い
わ
始
め
鉢
邏
罕
氏
、
余
に
見
え
て
言
く
、
「
一
千
年
前
、
印
度
僧
有
り
、
日
本
僧
と
同
じ
く
支
那
に
至
る
。
支
那
僧
、
之
を
留
め
て
宿
し
ょ
う
せ
ん
ら
し
め
、
因
り
て
言
い
て
曰
く
、
吾
が
三
国
は
其
れ
猶
お
摺
扇
(扇
子
)
の
ご
と
き
か
。
印
度
は
其
の
紙
、
支
那
は
其
の
竹
格
(扇
か
い
へ
い
子
の
骨
)、
日
本
は
其
の
繋
柄
の
環
縄
(扇
子
の
要
)
な
る
か
、
と
。
夫
れ
環
縄
小
な
り
と
雖
も
、
魁
柄
(扇
子
の
骨
)
を
幹
旋
(開
れ
い
て
い
閉
)
す
る
は
是
に
在
り
。
今
、
紙
と
竹
格
は
皆
破
壊
さ
れ
、
独
り
環
縄
の
み
日
び
益
ま
す
善
を
増
す
。
是
れ
、
宜
し
く
以
て
之
と
挈
提
あ
あ
こ
い
か
ん
(提
携
)
す
る
こ
と
有
る
べ
し
」
と
。
鳴
呼
、
斯
の
言
、
其
の
属
望
す
る
こ
と
何
如
と
為
さ
ん
や
。
支
那
と
日
本
、
皆
印
度
の
仏
教
を
ギ
リ
シ
ア
奉
じ
て
以
て
其
の
道
徳
を
増
進
す
。
此
れ
、
猶
お
近
世
欧
洲
諸
国
の
希
臘
に
於
け
る
が
ご
と
し
。
希
臘
既
に
亡
ぶ
。
而
し
て
英
の
詩
人
バ
イ
ロ
ン
も
と
擺
倫
、
之
が
独
立
を
助
け
た
り
。
今
、
吾
が
二
国
の
印
度
に
於
け
る
、
豈
に
当
に
是
れ
と
異
る
べ
け
ん
や
。
支
那
は
固
よ
り
自
ら
謀
る
か
す
か
た
と
い
能
わ
ず
。
而
し
て
日
本
は
猶
お
幾
微
に
望
む
べ
き
有
り
。
縦
令
機
権
(権
謀
)
方
略
(計
略
)
遠
く
に
及
ぶ
能
わ
ず
と
も
、
此
の
心
固
や
よ
り
已
む
べ
か
ら
ず
。
き
ゅ
う
し
ゅ
う
印
度
人
は
至
っ
て
和
平
榿
易
(平
和
温
厚
)
の
民
な
り
。
仁
に
し
て
人
を
信
じ
、
甘
言
を
以
て
撫
慰
し
易
し
。
仇
讎
(か
た
き
)
と
雖
も
、
一
た
び
握
手
す
れ
ば
則
ち
其
の
怨
み
解
く
。
幸
い
に
一
、
二
の
学
者
有
り
て
、
発
憤
し
自
ら
励
ま
す
も
、
猶
お
独
唱
に
し
て
す
く
な
い
ん
や
く
ほ
し
い
ま
ま
お
和
す
る
も
の
寡
き
に
苦
し
む
。
其
の
言
は
隠
約
(控
え
目
)
に
し
て
敢
て
肆
に
せ
ず
、
汚
辱
窮
屈
の
地
に
処
り
て
、
而
も
自
ら
其
の
こ
こ
つ
ら
　お
　
こ
く
こ
う
り
痛
心
を
言
わ
ず
。
今
茲
に
会
を
開
き
、
鐘
鼓
を
陳
ね
国
歌
を
唱
す
と
雖
も
、
猶
お
田
横
の
徒
、
敢
て
哭
せ
ず
し
て
蒿
里
(送
哀
歌
、
挽
つ
い
か
歌
)
を
歌
い
し
が
ご
と
き
な
り
。
終
に
他
人
の
ロ
を
藉
り
て
、
之
が
為
に
其
の
気
を
激
昂
せ
し
め
ん
と
せ
り
。
今
、
伯
乃
ち
之
に
教
え
章
炳
麟
の
イ
ン
ド
論
に
つ
い
て
一
五
一
六
か
い
も
も
て
牛
後
為
ら
し
め
ん
と
す
。
何
ぞ
其
れ
忽
た
る
(平
気
で
い
る
)
や
。
若
し
英
人
の
坐
す
る
在
る
を
以
て
、
顕
言
し
て
以
て
情
を
泄
ら
み
す
を
欲
せ
ざ
れ
ば
、
但
だ
語
る
に
自
靖
自
献
(国
の
安
寧
の
た
め
に
献
身
)
し
て
時
を
相
て
動
け
、
を
以
て
す
れ
ば
、
則
ち
足
ら
ん
。
な
ん
す
や
や
フ
ラ
ン
ス
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
ま
さ
而
る
に
英
皇
の
仁
愛
を
挙
ぐ
る
は
、
何
為
る
者
ぞ
。
夫
れ
、
英
人
の
印
度
を
待
す
る
こ
と
、
誠
に
少
法
人
の
越
南
を
待
す
る
に
愈
る
。
か
な
然
れ
ど
も
此
れ
(英
人
の
仁
愛
)
を
以
て
越
南
人
に
語
れ
ば
、
則
ち
其
の
言
得
う
も
、
此
を
以
て
印
度
人
に
語
れ
ば
、
則
ち
之
を
失
す
ム
ガ
ル
せ
い
せ
ん
る
こ
と
遠
し
。
蒙
古
、
游
牧
腥
羶
(生
臭
い
獣
肉
を
食
う
人
々
)
の
国
な
る
を
以
て
し
て
、
其
の
印
度
を
待
す
る
こ
と
、
猶
お
今
の
英
く
ら
じ
ゅ
う
せ
ん
人
に
視
べ
寛
為
り
。
然
る
後
知
る
べ
し
、
文
明
の
愈
い
よ
進
め
る
者
、
其
の
人
道
を
蹂
践
(踏
み
に
じ
り
)
す
る
こ
と
亦
た
愈
い
よ
こ
ぼ
甚
し
き
を
。
既
に
我
が
子
を
取
り
、
又
我
が
室
を
毀
ち
、
而
も
慈
善
小
補
(僅
か
の
償
い
)
を
以
て
仁
と
為
し
、
囚
虜
を
寛
待
す
る
を
ふ
さ
か
か
フ
ラ
ン
ス
以
て
徳
と
為
す
。
文
明
之
国
、
偽
り
の
道
徳
を
以
て
人
の
耳
目
を
塗
ぐ
こ
と
、
大
略
是
く
の
如
し
。
彼
の
法
人
の
越
南
人
を
待
す
る
こ
つ
か
い
や
や
ま
さ
ご
と
ご
と
や
牛
馬
の
如
く
、
英
人
の
印
度
人
を
待
す
る
や
乞
匂
(乞
食
)
の
如
し
。
乞
匂
、
少
牛
馬
に
愈
る
と
雖
も
、
権
利
の
尽
く
失
わ
れ
た
る
い
か
ん
ぎ
っ
こ
え
ん
を
奈
何
せ
ん
。
今
の
印
度
は
一
大
給
孤
園
(祇
樹
給
孤
独
園
、
ま
た
祇
園
、
こ
こ
で
孤
児
や
貧
者
に
食
を
給
し
た
)
の
み
。
仁
人
志
士
な
み
だ
く
だ
バ
イ
ロ
ン
ギ
リ
シ
ア
つ
く
ま
さ
此
を
観
れ
ば
、
宜
し
く
涕
を
流
し
心
を
摧
か
ざ
る
者
無
か
る
べ
し
。
彼
の
擺
倫
の
「
季
臘
軍
歌
」
を
為
り
し
は
、
正
に
当
に
之
を
印
度
あ
あ
せ
い
し
ゃ
く
た
わ
か
へ
に
移
し
用
う
べ
き
な
り
。
嗟
乎
、
擺
倫
世
爵
(世
襲
貴
族
)
な
り
と
雖
も
、
特
だ
年
少
く
未
だ
大
事
を
更
ざ
る
の
詩
人
の
み
。
若
し
、
お
よ
佐
命
の
元
勲
(大
隈
重
信
)
を
以
て
之
に
比
す
れ
ば
、
其
の
資
望
(名
望
)
閲
歴
(経
歴
)
固
よ
り
当
に
逮
ば
ざ
る
べ
し
。
何
ぞ
今
世
つ
い
い
つ
卒
に
一
の
東
方
の
擺
倫
を
得
ざ
る
や
。
あ
そ
あ
ぶ
ら
な
め
し
が
わ
鉢
邏
罕
氏
、
嘗
て
支
那
に
游
ば
ん
と
欲
せ
し
と
言
う
。
余
、
告
ぐ
る
に
、
清
廷
の
官
吏
は
脂
の
如
ぐ
韋
の
如
く
(脂
韋
は
佞
人
の
た
だ
と
り
こ
し
か
た
と
え
)、
惟
だ
利
を
是
れ
視
る
。
公
(貴
公
)
多
学
と
雖
も
、
彼
(清
廷
)、
之
を
直
亡
国
の
虜
と
の
み
視
ん
、
を
以
て
す
。
然
り
と
雖
も
、
今
の
〔余
の
〕
見
る
所
を
以
て
す
れ
ば
、
則
ち
政
党
〔の
要
人
〕
の
懐
抱
(胸
の
内
)、
大
抵
知
る
べ
き
な
り
。
カ
ナ
ダ
い
ま
こ
と
た
ぐ
い
な
又
按
ず
る
に
大
隈
伯
、
加
奈
陀
、
濠
州
の
自
治
を
得
た
る
を
以
て
、
印
度
も
亦
た
此
を
得
べ
し
謂
え
り
。
此
れ
、
真
に
倫
と
於
な
ぞ
ら
あ
ず
か
さ
ざ
る
を
擬
え
り
。
濠
州
の
自
治
は
英
人
主
為
り
て
、
土
民
は
与
る
こ
と
無
し
。
加
奈
陀
の
自
治
は
英
人
と
他
の
白
人
主
為
り
て
、
た
と
土
民
与
る
こ
と
無
し
。
使
い
英
政
府
、
印
度
を
開
放
し
て
自
治
を
得
し
む
る
も
、
恩
は
白
人
に
及
ぶ
に
過
ぎ
ざ
る
の
み
。
印
度
人
、
や
や
ま
さ
ア
メ
リ
カ
あ
い
雛
え
下
、
紅
番
(ア
メ
リ
カ
原
住
民
)
に
比
す
る
に
は
至
ら
ざ
る
も
、
亦
た
相
待
す
る
こ
と
略
優
る
の
み
。
美
国
の
黒
人
を
観
る
に
、
な
せ
い
み
ん
リ
ン
チ
参
政
の
名
有
り
と
雖
も
、
其
の
実
、
猶
お
斉
民
(平
民
)
と
次
比
(比
肩
)
せ
ず
、
凌
遅
・
炮
烙
(火
あ
ぶ
り
の
刑
)
免
れ
ざ
る
所
い
わ
な
り
。
況
ん
や
印
度
は
英
人
の
利
藪
(利
益
の
淵
藪
)
為
り
。
此
の
海
王
の
国
(英
国
)
を
挙
げ
て
、
印
度
人
と
之
を
共
に
せ
ん
や
。
鋼
警
の
議
員
を
選
ぶ
を
得
た
る
蹂
の
鐸
き
は
・
織
に
力
を
以
て
之
に
抵
抗
し
、
故
に
然
れ
り
。
印
度
人
、
英
人
の
為
に
死
を
燃
し
て
以
て
桟
灘
鼎
嚇
を
滅
ぼ
す
。
其
の
勤
む
る
こ
と
至
れ
り
。
杜
蘭
斯
哇
は
自
治
を
得
た
る
も
、
印
度
は
猶
お
自
治
を
許
さ
れ
ざ
れ
い
い
た
だ
こ
う
ち
ゅ
う
ば
、
則
ち
又
非
律
賓
の
比
に
あ
ら
ざ
る
な
り
。
寛
仁
大
度
の
云
は
、
只
英
人
の
為
に
弁
護
し
、
印
度
人
を
し
て
其
の
轂
中
(籠
な
い
ぎ
な
い
へ
い
絡
)
に
入
ら
し
め
ん
と
す
る
の
み
。
小
児
の
啼
く
を
止
め
ん
と
し
て
、
誘
う
に
飴
餅
(あ
め
と
も
ち
)
を
以
て
す
る
が
如
し
。
其
の
人
を
欺
く
も
亦
た
甚
し
。
お
わ
り
に
章
炳
麟
に
は
印
度
に
関
す
る
論
説
の
多
い
こ
と
を
島
田
虔
次
先
生
が
教
え
て
下
港
っ
た
お
か
げ
で
、
私
は
こ
の
清
末
の
大
学
者
と
の
出
合
い
を
も
つ
こ
と
が
で
き
た
。
私
は
修
士
論
文
で
イ
ン
ド
国
民
会
議
の
成
立
史
論
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
も
あ
っ
て
、
中
国
の
近
代
史
に
も
そ
れ
な
り
に
関
心
を
も
っ
て
い
た
。
当
時
、
京
都
大
学
の
人
文
科
学
研
究
所
に
お
ら
れ
た
島
田
先
生
は
、
一
九
六
四
年
度
か
ら
文
学
部
で
も
週
一
回
講
義
を
担
当
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
最
初
の
年
度
は
王
陽
明
年
譜
の
講
義
で
あ
っ
た
が
、
次
の
一
九
六
五
年
度
は
清
末
「国
学
」
の
成
立
、
一
九
六
六
年
度
は
民
報
研
究
と
い
う
よ
う
に
近
代
史
の
講
義
を
講
じ
ら
れ
た
。
先
生
の
学
問
的
迫
力
に
圧
倒
さ
れ
る
思
い
を
抱
き
な
が
ら
、
私
は
講
筵
の
末
席
で
聴
講
し
て
い
た
が
、
パ
キ
ス
タ
ン
留
学
の
希
望
が
か
な
え
ら
れ
た
の
で
一
九
六
六
年
度
の
中
途
で
聴
講
を
断
念
し
、
パ
ン
ジ
ャ
ー
ブ
大
学
の
方
に
移
っ
た
。
章
炳
麟
の
イ
ン
ド
論
に
つ
い
て
一
七
一
八
一
九
六
五
年
の
初
秋
の
こ
ろ
、
島
田
先
生
は
講
義
の
後
で
章
炳
麟
に
イ
ン
ド
に
関
す
る
論
説
の
あ
る
こ
と
を
さ
り
げ
な
く
教
え
て
下
さ
っ
た
。
そ
こ
で
人
文
科
学
研
究
所
の
歴
史
研
究
室
の
小
野
和
子
さ
ん
の
と
こ
ろ
に
教
え
を
乞
い
に
行
く
と
、
章
炳
麟
の
筆
に
な
る
『民
報
』
所
載
の
多
く
の
論
説
を
教
え
て
下
さ
っ
た
。
『民
報
』
に
翻
訳
紹
介
さ
れ
た
イ
ン
ド
や
欧
米
の
新
聞
・
雑
誌
の
記
事
が
相
当
数
あ
る
こ
と
も
教
え
て
下
さ
っ
た
。
私
は
こ
れ
ら
す
べ
て
を
写
真
版
に
収
め
、
製
本
し
て
保
管
し
て
い
た
。
後
に
な
っ
て
知
っ
た
こ
と
で
あ
る
が
、
当
時
人
文
科
学
研
究
所
で
は
小
野
川
秀
美
先
生
主
宰
の
民
報
研
究
会
の
も
と
で
民
報
の
索
引
作
り
が
進
め
ら
れ
て
い
た
。
そ
れ
が
大
冊
二
巻
の
『民
報
索
引
』
上
・
下
(京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
、
一
九
七
〇
、
七
二
年
)
と
な
っ
て
公
刊
さ
れ
た
こ
と
は
前
稿
で
紹
介
し
た
と
お
り
で
あ
る
。
保
管
し
て
い
た
写
真
版
を
じ
っ
く
り
読
む
時
間
を
確
保
す
る
こ
と
は
、
私
に
と
っ
て
な
か
な
か
難
し
か
っ
た
。
日
月
の
み
が
徒
に
過
ぎ
去
っ
て
い
っ
た
。
一
九
九
七
年
に
入
っ
て
、
島
田
先
生
が
か
ね
て
所
望
さ
れ
て
い
た
ガ
ン
デ
ィ
ー
思
想
に
関
す
る
書
の
一
つ
と
し
て
M
.K
.
G
a
n
d
h
i
,
H
in
d
S
w
a
raj
a
n
d
O
th
er
W
riting
s,
e
d
.b
y
A
n
th
o
n
ey
J
.
P
a
re
l,
C
a
m
b
rid
g
e
:
C
a
m
b
rid
g
e
U
n
iv
e
rsity
P
ress
,
19
9
7
が
入
手
で
き
た
の
で
、
こ
れ
を
四
月
下
旬
に
先
生
の
と
こ
ろ
に
お
送
り
し
た
と
こ
ろ
、
折
り
返
し
先
生
か
ら
五
月
一
日
付
け
の
お
便
り
を
頂
戴
し
た
。
そ
の
な
か
で
先
生
は
「
ま
さ
し
く
小
生
の
ひ
そ
か
に
求
め
て
い
た
と
こ
ろ
に
ピ
ッ
タ
リ
の
本
」
で
あ
る
と
い
っ
て
こ
の
書
を
非
常
に
気
に
い
っ
て
下
さ
る
と
と
も
に
、
先
生
の
著
『中
国
革
命
の
先
駆
者
た
ち
』
と
右
の
『民
報
索
引
』
の
二
書
を
挙
げ
て
私
が
所
持
し
て
い
る
か
ど
う
か
尋
ね
ら
れ
、
「索
引
の
方
は
中
国
専
門
家
以
外
は
持
っ
て
い
る
人
は
少
い
と
思
い
ま
す
が
、
イ
ン
ド
関
係
の
項
目
も
相
当
あ
る
の
で
学
兄
に
は
御
役
に
立
つ
か
も
知
れ
な
い
と
思
い
ま
す
。
…
…
学
兄
に
よ
っ
て
中
印
関
係
史
へ
の
御
寄
与
が
実
現
す
れ
ば
望
外
の
幸
で
す
」
と
述
べ
て
、
『民
報
索
引
』
の
恵
与
を
提
案
し
て
下
さ
っ
た
。
か
く
し
て
巨
冊
二
巻
本
の
索
引
は
、
先
生
の
お
宅
か
ら
一
旦
人
文
科
学
研
究
所
に
運
ば
れ
、
同
研
究
所
の
狭
間
直
樹
教
授
の
厚
意
に
よ
っ
て
、
同
年
一
〇
月
一
日
私
は
こ
の
書
を
佛
教
大
学
に
お
い
て
安
全
に
落
掌
し
た
。
島
田
先
生
は
も
と
よ
り
の
こ
と
、
多
く
の
方
々
の
こ
う
し
た
厚
意
に
よ
っ
て
実
現
し
た
『民
法
索
引
』
の
入
手
は
、
私
の
章
炳
麟
関
係
の
文
献
蒐
集
に
拍
車
を
か
け
た
。
と
い
っ
て
も
、
中
国
史
の
専
門
家
で
は
な
い
私
の
文
献
蒐
集
法
は
非
能
率
的
で
か
つ
一
面
的
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
島
田
先
生
の
学
恩
に
少
し
で
も
報
い
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
章
炳
麟
の
イ
ン
ド
論
に
つ
い
て
ま
と
め
て
み
た
い
、
と
い
う
私
の
気
持
ち
は
強
ま
っ
た
。
手
始
め
に
、
一
九
九
八
年
度
の
佛
教
大
学
大
学
院
の
文
化
交
渉
史
特
殊
研
究
の
授
業
で
半
期
を
章
炳
麟
の
イ
ン
ド
論
に
充
て
た
が
、
ま
だ
論
文
に
し
て
発
表
す
る
ほ
ど
の
自
信
は
も
て
な
か
っ
た
。
そ
う
こ
う
遷
延
し
て
い
る
問
、
島
田
先
生
は
二
〇
〇
〇
年
三
月
二
一
日
惣
然
と
不
帰
の
客
に
な
っ
て
逝
か
れ
て
し
ま
っ
た
。
自
責
の
念
に
囚
わ
れ
た
私
は
焦
っ
た
が
、
ど
う
す
る
こ
と
も
で
き
な
か
っ
た
。
奈
良
大
学
の
菅
野
正
教
授
か
ら
二
〇
〇
三
年
五
月
の
同
大
学
史
学
会
大
会
で
講
演
す
る
よ
う
慫
慂
を
受
け
た
と
き
、
私
は
意
を
決
し
て
章
炳
麟
を
取
り
上
げ
る
こ
と
に
し
た
。
そ
れ
が
前
稿
で
あ
り
、
本
稿
は
そ
の
続
編
で
あ
る
。
も
し
前
稿
と
本
稿
と
を
島
田
先
生
に
お
見
せ
す
る
こ
と
が
で
き
た
な
ら
ば
、
先
生
自
身
が
「太
炎
の
文
章
の
特
徴
た
る
難
文
の
名
文
」
(『中
国
革
命
の
先
駆
者
た
ち
』
一
八
四
ペ
ー
ジ
)
と
い
わ
れ
る
章
炳
麟
に
無
謀
に
も
飛
び
込
み
、
と
ん
で
も
な
い
読
み
間
違
い
を
お
か
し
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
こ
と
に
苦
笑
さ
れ
る
に
違
い
な
い
。
し
か
し
そ
れ
も
叶
え
ら
れ
ぬ
今
と
な
っ
て
は
、
た
だ
先
生
の
ご
霊
前
に
こ
れ
ら
の
拙
稿
を
捧
げ
る
し
か
術
は
な
い
。
ご
高
配
賜
っ
た
小
野
和
子
教
授
、
狭
間
直
樹
教
授
、
菅
野
正
教
授
に
も
、
こ
の
場
を
か
り
て
感
謝
の
意
を
捧
げ
る
。
な
お
、
前
稿
の
注
(24
)
で
、
鉢
邏
罕
は
イ
ン
ド
の
ボ
ー
パ
ル
出
身
の
イ
ス
ラ
ー
ム
教
徒
バ
ル
カ
ト
ゥ
ッ
ラ
ー
(B
a
rk
a
tu
lla
h
)
に
当
た
る
か
も
し
れ
な
い
と
指
摘
し
て
お
い
た
が
、
そ
の
後
入
手
し
た
文
献
に
よ
っ
て
も
、
そ
れ
で
ま
ず
間
違
い
の
な
い
こ
と
が
判
明
　あ
　
し
た
。
ま
た
、
島
田
先
生
が
入
手
を
喜
ば
れ
た
ガ
ン
デ
ィ
ー
の
初
期
の
作
品
『ヒ
ン
ド
・
ス
ワ
ラ
ー
ジ
』
は
、
英
語
版
の
も
と
と
な
っ
　サ
　
た
グ
ジ
ャ
ラ
ー
テ
ィ
i
語
版
か
ら
の
邦
訳
が
先
生
ご
逝
去
の
翌
年
に
刊
行
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
二
点
を
こ
こ
に
付
記
し
て
お
く
。
章
炳
麟
の
イ
ン
ド
論
に
つ
い
て
一
九
二
〇
註(
1
)
M
a
n
u
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
に
い
う
人
類
の
始
祖
。
(
2
)
一
九
〇
七
年
一
二
月
の
ス
ー
ラ
ト
に
お
け
る
年
次
大
会
に
お
い
て
、
イ
ン
ド
国
民
会
議
が
急
進
派
と
穏
健
派
の
二
派
に
分
裂
し
た
こ
と
を
さ
し
て
い
る
。
(
3
)
大
隈
重
信
は
黒
田
清
隆
内
閣
の
外
相
時
代
の
一
八
八
九
年
、
排
外
主
義
者
の
テ
ロ
に
遭
い
右
脚
を
失
っ
た
。
(
4
)
帯
は
ベ
ン
ガ
ル
地
方
に
多
い
デ
ー
(
ロ
ー
マ
字
表
記
は
∪
ρ
D
a
y
,
D
e
y
な
ど
、
人
に
よ
っ
て
異
な
る
表
記
法
を
と
る
場
合
が
多
い
)
な
る
人
名
を
さ
す
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
れ
が
ど
の
人
物
で
あ
っ
た
の
か
特
定
す
る
の
は
難
し
い
。
湯
志
鈞
『章
太
炎
伝
』
(台
湾
商
務
印
書
館
、
一
九
九
六
年
)
一
九
一
ペ
ー
ジ
で
は
、
亜
洲
和
親
会
に
参
加
し
た
イ
ン
ド
人
の
一
人
と
し
て
「
帯
君
」
を
挙
げ
て
い
る
。
(
5
)
い
わ
ゆ
る
間
島
問
題
。
間
島
は
中
国
吉
林
省
の
松
花
江
上
流
地
域
。
こ
の
地
に
朝
鮮
人
が
入
植
し
、
清
国
と
の
間
に
起
こ
っ
た
境
界
線
問
題
が
間
島
問
題
。
韓
国
を
保
護
国
化
し
た
日
本
が
一
九
〇
九
年
に
清
朝
と
協
約
を
結
び
、
こ
の
地
域
の
領
土
権
が
清
国
に
帰
す
こ
と
に
同
意
し
、
こ
の
問
題
は
落
着
し
た
。
た
つ
ま
る
(
6
)
第
二
辰
丸
事
件
。
単
に
辰
丸
事
件
と
も
い
う
。
一
九
〇
八
年
二
月
、
神
戸
の
辰
馬
商
会
所
属
の
第
二
辰
丸
が
マ
カ
オ
近
辺
で
清
国
巡
視
船
に
と
ら
え
ら
れ
た
事
件
。
中
国
の
革
命
派
に
武
器
を
密
輸
し
よ
う
と
し
て
い
た
と
い
う
の
が
拿
捕
の
理
由
で
あ
っ
た
が
、
日
本
側
の
強
引
な
交
渉
姿
勢
に
清
朝
政
府
が
折
れ
た
た
め
、
中
国
で
最
初
の
日
貨
ボ
イ
コ
ッ
ト
運
動
が
発
生
し
た
。
佛
教
大
学
の
同
僚
、
原
田
敬
一
氏
の
教
示
に
よ
る
。
(
7
)
日
露
戦
争
に
お
い
て
、
中
国
は
そ
の
国
土
が
戦
場
と
な
っ
た
も
の
の
中
立
政
策
を
と
り
、
戦
後
の
ポ
ー
ツ
マ
ス
条
約
に
よ
っ
て
日
露
両
国
軍
の
満
州
か
ら
の
撤
退
を
約
束
さ
せ
た
こ
と
、
な
ど
を
さ
し
て
い
る
か
。
な
お
、
己
の
字
は
民
報
版
で
は
已
(す
で
に
)
の
字
と
な
っ
て
い
る
。
(
8
)
一
九
〇
五
年
創
立
の
シ
ン
・
フ
ェ
ー
ン
党
を
さ
す
。
(
9
)
『民
報
索
引
』
下
、
巻
末
九
、
三
〇
ペ
ー
ジ
に
よ
っ
て
、
こ
の
雑
誌
が
『ゲ
ー
リ
ッ
ク
・
ア
メ
^
,
カ
ン
d
(G
a
e
lic
A
m
e
r
i-
c
a
n
)
で
あ
っ
た
こ
と
を
知
る
。
(10
)
『
民
報
』
で
は
「
西
城
伝
」
と
誤
記
さ
れ
て
い
た
。
(1
)
国
粋
は
広
義
に
は
あ
る
国
固
有
の
精
神
上
、
物
質
上
の
特
色
を
い
う
が
、
狭
義
に
は
外
来
の
学
術
に
対
し
て
そ
の
国
固
有
の
学
術
を
さ
す
。
島
田
先
生
は
『中
国
革
命
の
先
駆
者
た
ち
』
の
二
三
八
ペ
ー
ジ
で
、
国
粋
(国
学
)
と
記
さ
れ
て
い
る
。
英
語
で
は
Z
卑
t
io
n
a
l
L
e
a
r
n
in
g
に
当
た
る
か
。
(
12
)
『
民
報
』
で
は
「
設
」
と
誤
記
さ
れ
て
い
る
。
(
13
)
『
民
報
』
で
は
「
隠
論
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
(
14
)
『
民
報
』
で
は
「
愃
悌
」
が
「
諒
悌
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
(
15
)
『
民
報
』
で
は
蓋
の
字
が
盆
と
誤
記
。
(
16
)
『
民
報
』
で
は
太
の
字
の
代
わ
り
に
泰
と
記
す
。
(
17
)
『民
報
』
で
は
「
旦
暮
」
の
代
わ
り
に
旦
莫
と
記
し
て
い
る
。
(
18
)
七
世
紀
半
ば
、
三
度
に
わ
た
っ
て
唐
朝
よ
り
イ
ン
ド
に
遣
わ
さ
れ
た
使
者
。
(
19
)
ネ
パ
ー
ル
の
支
配
勢
力
。
一
七
六
八
年
に
王
朝
成
立
。
乾
隆
五
七
(
一
七
九
二
)
年
に
清
朝
の
遠
征
軍
に
敗
れ
、
清
の
宗
主
権
の
承
認
と
五
年
一
回
の
朝
貢
を
約
束
さ
せ
ら
れ
た
。
一
八
一
四
-
一
六
年
の
イ
ギ
リ
ス
・
ネ
パ
ー
ル
戦
争
以
後
は
対
英
協
力
姿
勢
も
と
る
よ
う
に
な
っ
た
。
(
20
)
三
国
時
代
の
蜀
の
武
侯
(瀦
臈
亮
)
が
南
方
に
出
兵
し
、
そ
の
地
方
の
有
力
者
孟
獲
を
七
度
生
擒
に
し
、
七
度
釈
放
し
て
や
っ
て
、
つ
い
に
心
服
さ
せ
た
故
事
。
(
21
)
『
民
報
』
で
は
ロ
ー
マ
字
"N
B
h
a
s
k
a
r
a
c
h
o
j
y
a
と
併
記
し
て
い
る
。
一
二
世
紀
後
半
の
デ
カ
ン
地
方
出
身
の
天
文
学
者
、
数
学
者
バ
ー
カ
ス
カ
ラ
Ud
ゲ
鋤
ω
犀
9
蠢
な
い
し
バ
ー
ス
カ
ラ
ー
チ
ャ
ー
リ
ァ
B
h
　
s
k
a
r
�
�
�
r
y
a
を
さ
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
じ
ゃ
な
く
つ
た
(
2
)
隋
の
闍
那
崛
多
等
の
訳
。
一
〇
巻
。
古
代
イ
ン
ド
の
宇
宙
論
を
知
る
う
え
で
参
考
に
な
る
と
い
わ
れ
る
。
大
正
大
蔵
経
巻
一
に
収
め
る
。
(
23
)
天
を
鶏
卵
、
地
を
卵
黄
に
た
と
え
る
中
国
の
渾
天
説
の
主
張
者
た
ち
。
(
24
)
罕
曼
が
誰
を
さ
す
か
今
の
と
こ
ろ
明
か
で
な
い
。
(
25
)
中
国
の
南
朝
、
宋
の
沮
渠
京
声
訳
。
二
巻
。
修
練
中
の
疾
弊
を
癒
や
す
十
二
法
を
示
し
、
古
代
イ
ン
ド
の
医
学
思
想
を
知
る
う
え
で
も
参
考
に
な
る
と
い
わ
れ
る
。
大
正
大
蔵
経
巻
一
五
に
は
『治
禅
病
秘
要
法
』
名
で
収
め
る
。
以
下
の
引
用
は
、
上
巻
の
治
行
者
貪
婬
患
法
の
一
節
。
(
26
)
熟
は
全
集
版
で
は
孰
と
す
る
が
、
『
民
報
』
お
よ
び
大
正
大
蔵
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
へ
経
版
に
よ
っ
た
。
生
と
熟
は
な
ま
と
う
れ
る
の
対
概
念
。
生
蔵
と
熟
蔵
が
肉
体
の
ど
の
部
分
を
さ
す
か
判
然
と
し
な
い
が
、
あ
る
い
は
そ
れ
ぞ
れ
消
化
器
官
と
排
泄
器
官
を
さ
す
か
。
(
27
)
大
正
大
蔵
経
版
に
よ
っ
て
、
樹
楷
を
樹
根
に
直
し
た
。
(28
)
大
正
大
蔵
経
版
に
よ
っ
て
、
二
九
を
二
支
に
直
し
た
。
(
29
)
『
民
報
』
版
、
全
集
版
と
も
に
口
中
の
口
の
字
が
欠
け
て
お
り
、
大
正
大
蔵
経
版
に
よ
っ
て
補
っ
た
。
(
30
)
「
此
の
虫
の
形
体
」
以
下
、
「
女
虫
は
紅
赤
な
り
」
ま
で
の
文
は
、
大
正
大
蔵
経
版
で
は
割
注
の
形
と
な
っ
て
い
る
。
(
31
)
中
国
、
北
魏
の
般
若
流
支
訳
。
七
〇
巻
。
大
正
大
蔵
経
巻
一
七
に
収
め
る
。
以
下
の
引
用
は
、
正
法
念
処
経
巻
六
五
の
身
念
処
品
之
二
の
一
節
。
(
32
)
注
(
24
)
参
照
。
(
3
)
具
体
的
に
体
験
し
て
悟
る
こ
と
。
(
34
)
ム
ガ
ル
帝
国
の
抵
抗
勢
力
と
し
て
デ
カ
ン
地
方
に
興
っ
た
マ
ラ
ー
タ
ー
王
国
の
初
代
王
シ
ヴ
ァ
ー
ジ
ー
(
一
六
三
〇
1
八
〇
)
。
(
35
)
秦
末
漢
初
の
斉
の
最
後
の
王
。
漢
の
高
祖
に
従
う
の
を
恥
じ
て
自
殺
。
こ
れ
を
聞
き
知
っ
た
五
百
余
人
の
部
下
も
皆
自
害
し
た
。
(
36
)
〉
°
0
.
B
o
s
e
,
I
n
d
ia
n
R
e
v
o
lu
tio
n
a
r
ie
s
A
b
r
o
a
d
,
1
9
0
5
-
1
9
2
7
:
S
e
le
c
t
d
o
c
u
m
e
n
ts,
N
e
w
D
e
lh
i,
2
0
0
2
,
p
p
°
7
4
,
1
1
2
,
b。
°。
9
こ
れ
に
よ
る
と
、
彼
は
M
u
h
a
m
m
a
d
B
a
r
k
a
tu
lla
h
(
ま
た
の
綴
り
M
o
h
a
m
m
e
d
B
a
r
k
a
tu
lla
)
で
、
東
京
外
国
語
学
校
(S
c
h
o
o
l
o
f
F
o
r
e
ig
n
L
a
n
g
u
a
g
e
s
,T
o
k
y
o
)
の
ヒ
ン
ド
ウ
ー
ス
タ
ー
ニ
ー
語
の
教
師
の
任
に
、
少
な
く
と
も
一
九
一
一
年
六
月
の
時
点
で
は
就
い
て
い
た
。
(
37
)
M
・
K
・
ガ
ー
ン
デ
ィ
ー
(田
中
敏
雄
訳
)
『真
の
独
立
へ
の
道
(
ヒ
ン
ド
・
ス
ワ
ラ
ー
ジ
)
』
岩
波
文
庫
、
二
〇
〇
一
年
。
章
炳
麟
の
イ
ン
ド
論
に
つ
い
て
二
一

